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真鶴半島を

どうまもるか。

どういかすか。

２０２５年度真鶴町決算報告

    子育て・幼児教育の窓～子育て・保育教育情報コーナー～

 真鶴半島保全利用構想　町民対話会のご案内

ＴＯＰＩＣＳ

これから真鶴半島を、どのように保全し、
どのように活用していくのか。改めて定めることにしました。
町民対話会へご参加ください。(関連記事は１１ページへ)

「真鶴半島保全利用構想」を策定します。



２広報真鶴　2026年11月号広報真鶴　2026年11月号３

行政サービスを保証するために
市町村に交付されるお金

町が行う特定の事業
に対して、国や県から
交付されるお金

全般的な管理事務、
広報文書、財産管理、
徴税、選挙などのお金

高齢者・児童など

福祉のためのお金

健康診査などの保健事業、
ごみ・し尿処理などの環境衛生のお金

予算総額 　4７億1,528万円

町で最も基本的な「みんなのサイフ」
一般会計の主な事業について

自主財源
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業
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つ
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て

特定の目的のために歳入・歳出を経理する必要があ
るため、一般会計とは分けて事業を行う会計

2025年度

　町では、条例に基づき年２回、財政状況を公表

しています。今回は、2025年度決算の概況に

ついて、町民の皆様にお知らせいたします。

国庫支出金
3億5,691万円

県支出金
2億8,603万円

町債
2億4,100万円 その他交付金など 6,131万円

・分担金および負担金(1,566万円)

・使用料および手数料(6,923万円)

・寄附金(3,788万円)

・諸収入(1億２,664万円)

総務費
10億5,734万円

民生費
11億6,670万円

衛生費
5億9,870万円

商工観光費
9,079万円

土木費
1億9,956万円

消防費
2億1,403万円

教育費
4億5,574万円

公債費
4億1,758万円

その他
2億6,126万円

・議会費（6,954万円）

・農林水産業費（7,449万円）

・災害復旧費（24万円）

・諸支出金（１億1,698万円）

地方消費税交付金
1億6,004万円 町税

9億540万円
繰入金
3億3,509万円

繰越金
2億8,495万円

地方交付税
17億8,768万円

歳

　入

歳

　出

一  般  会  計 事　業　名 金　　　額 概　　　　　　要

基準日（2024年12月13日）時点で真鶴町の住民基本台帳に記録さ

れている方を支給対象者とし、給付額は１世帯あたり３万円、支給実績

は 904 人でした。
2,712万円

LED照明等設置に関する補助は、333件の申請に対し執行額585万

8943円。節水シャワーヘッド購入に対する補助は、66件の申請に対

し執行額46万1057円でした。
632万円

義務教育学校の建設に向け、一般公募型プロポーザルにおいて選定し

た事業者により３月に基本設計が完成しました。
5,500万円

時代の変化に合わせ、ICTをより活用できる社会科のデジタル副読本

を製作しました。（小中学校、タブレット対応）
279万円

調理員を直接雇用する方式から委託に変更しました。これにより雇用・

報酬事務の軽減及び人員配置の不安定さの解消につながりました。
2,273万円

総務省の地域活性化起業人制度を活用し、自らの経験や能力を活かし

て地域貢献をしたい企業人材と協定を結びました。2025年度は、企

業派遣型７名、副業型10名の派遣を受けました。
4,215万円

4７億
６,９0７万円

歳入決算

歳出決算

44億
6,175万円

その他の自主財源
２億4,９4２万円

財産収入
１億120万円

18.98%

7.03%

5.98%

5.23%

2.12%

37.49%

1.29%

5.05%

3.36%

6.00%

7.48%

23.70%

26.15%

13.42%

5.86%

9.36%

10.21%

4.80%

2.03%

4.47%

問い合わせ　財務課　☎内線６３５５

住民税非課税世帯
に対する給付事業

真鶴町義務教育学校

調 査 基 本 設 計

業 務 委 託 事 業

教 育 振 興 事 業
（デジタル副読本製
作 業 務 委 託 料 ）

小 学 校 給 食 事 業

地 域 活 性 化
起 業 人
活 用 事 業

省 エ ネ 家 電 等
導 入 補 助 事 業

２０２５年度決算について、一般会計歳入では、国庫支出金や県支出金の減収があ

ったものの、地方交付税や前年度繰越金の増収がありました。

歳出では、義務教育学校の建設に向け基本設計業務を実施しました。国による物価

高騰対策として、低所得世帯への給付事業、省エネ家電等導入補助事業を実施しま

した。決算報告
みんなのお金をどう使ったのか、

じっくり見てみよう！

※千円以下は省略

※千円以下は省略

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

9億5,561万円

9,446万円

11億2,339万円

１億9,116万円

23億6,464万円

９億395万円

9,374万円

10億5,888万円

１億8,805万円

22億4,463万円合　　　　　計

特  別  会  計

※千円以下は省略

ちなみに今年は？

2026年度上半期（９月30日現在）の財政状況

会　計　名 予　算　現　額 収　入　済

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業

後期高齢者医療

48億9,888万円

10億5,640万円

9,341万円

11億71万円

2億1,815万円

25億7,118万円

4億915万円

5,876万円

4億7,423万円

7,178万円

20億6,143万円

3億7,178万円

5,570万円

4億3,409万円

6,217万円

支　出　済

一般会計
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４広報真鶴　2026年11月号広報真鶴　2026年11月号５

企業
会計

問い合わせ　都市基盤課☎内線６５７５

経理の状況
　

科目 金額 科目 金額

営業費用 79,614 営業収益 6,779

営業外費用 8,617 営業外収益 90,760

特別損失 0 特別利益 256

当期純利益 9,564

計 97,795 計 97,795

費用の部 収益の部

科目 金額 科目 金額

固定資産 3,939,816 固定負債 1,337,330

流動資産 47,285 流動負債 61,672

繰延収益 2,210,313

負債計 3,609,315

資本金 307,840

剰余金 69,946

資本計 377,786

計 3,987,101 計 3,987,101

資産の部 負債・資本の部

【企業債および長期借入金未償還残高（借入先別）】

事
業
の
状
況

経
営
成
績

経
営
成
績

経理の状況
　

借入先 未償還残高 借入先 未償還残高

財務省 36,444 かんぽ生命保険 207,062

地方公共団体金融機構 932,979 かながわ西湘農協 60,020

神奈川県 18,822 さがみ信用金庫 22,005

1,277,332計

2026年度 2025年度

上半期 上半期 増減 比率

536,814 540,274 △ 3,460 99.36

2,933 2,952 △ 19 99.36

342,990 363,151 △ 20,161 94.45

1,874 1,984 △ 110 94.46

63.89 67.22 △ 3.33 95.05

１ 日 平 均 有 収 水 量 ㎥

有 収 率 ％

配 水 量 ㎥

１ 日 平 均 配 水 量 ㎥

有 収 水 量 ㎥

事 項 単位
比較

科目 金額 科目 金額

営業費用 89,951 営業収益 115,951

営業外費用 2,322 営業外収益 6,834

特別損失 6,946 特別利益 8,271

当期純利益 31,837

計 131,056 　　 計 131,056

費用の部 収益の部

科目 金額 科目 金額

固定資産 1,176,540 固定負債 439,805

流動資産 70,537 流動負債 42,509

繰延収益 192,084

負債計 674,398

資本金 551,002

剰余金 21,677

資本計 572,679

計 1,247,077 計 1,247,077

資産の部 負債・資本の部 借入先 未償還残高 借入先 未償還残高

財務省 51,712 市町村振興基金 8,768

地方公共団体金融機構 288,961 一般会計 64,000

413,441計

【企業債および長期借入金未償還残高（借入先別）】

増減 比率

1,398 1,436 △ 38 97.35

650 633 17 102.69

74,742 81,225 △ 6,483 92.02

78,993 77,446 1,547 102.00

105.69 95.35 10.34 110.84

比較
2025年度 2024年度

％

㎥

事 項 単位

人

有 収 水 量

有 収 率

㎥

年 度 末 接 続 人 口

送 水 量 （ 処 理 水 量 ）

人

年 度 末 普 及 人 口

202６年度

上半期の

状況

202６年度

上半期の

状況

202５年度

決算の

概要

202５年度

決算の

概要

    増減     比率

6,325 6,474 △ 149 97.70

3,656 3,686 △ 30 99.19

1,075,574 1,066,479 9,095 100.85

708,804 721,195 △ 12,391 98.28

65.90 67.62 △ 1.72 97.46

比較

有 収 率 ％

有 収 水 量 ㎥

配 水 量 ㎥

年 度 末 給 水 栓 数 栓

年 度 末 給 水 人 口 人

事 項 単位 2025年度 2024年度

2026年度 2025年度

上半期 上半期 増減 比率

38,985 38,804 181 100.47

213 212 1 100.47

38,601 39,858 △ 1,257 96.85

211 218 △ 7 96.79

99.02 102.72 △ 3.70 96.40

比較

有 収 率 ％

１ 日 平 均 有 収 水 量 ㎥

有 収 水 量 ㎥

１ 日 平 均 送 水 量 ㎥

送 水 量 （ 処 理 水 量 ） ㎥

事 項 単位

2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

下水道事業収益 229,360 223,634 211,305 105.83

　営業収益 20,564 20,585 22,096 93.16

　営業外収益 187,897 182,148 189,209 96.27

　特別利益 20,899 20,901 0 皆増

下水道事業費用 238,866 230,154 215,976 106.56

　営業費用 214,031 205,644 196,112 104.86

　営業外費用 23,720 23,500 19,864 118.31

　特別損失 1,015 1,010 0 皆増

　予備費 100 0 0 -

純利益(純損失) 4,113 △ 7,530 △ 3,940 191.12

2025年度
科目

2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

資本的収入 97,647 90,147 77,815 115.85

　企業債 77,100 69,600 51,100 136.20

　補助金 7,920 7,920 0 皆増

350 350 400 87.50

　他会計負担金 12,277 12,277 26,315 46.65

資本的支出 152,723 144,469 132,870 108.73

　建設改良費 37,761 29,808 1,556 195.39

　企業債償還金 114,662 114,661 117,614 97.49

　予備費 300 0 0 -

2025年度

　負担金および分担金

科目
【
収
益
的
収
支
】

　

【
資
本
的
収
支
】

事
業
の
状
況

事
業
の
状
況

事
業
の
状
況

【
収
益
的
収
支
】

【
資
本
的
収
支
】

科目
2024年度 前年度比

   予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

水道事業収益 235,612 234,525 240,964 97.33

　営業収益 210,509 210,623 199,041 105.82

　営業外収益 13,595 12,645 19,835 63.75

　特別利益 11,508 11,257 22,088 50.96

水道事業費用 250,813 241,704 251,061 96.27

　営業費用 222,453 216,652 213,374 101.54

　営業外費用 14,857 12,231 13,392 91.33

　特別損失 12,823 12,821 24,295 52.77

　予備費 680 0 0 -

純利益(純損失) △ 14,345 △ 9,129 △ 10,247 89.09

2025年度 2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

資本的収入 27,400 19,300 0 皆増

　企業債 27,400 19,300 0 皆増

資本的支出 85,631 78,316 61,423 127.50

　建設改良費 27,516 20,202 19 104,620.15

　企業債償還金 58,115 58,114 60,404 96.21

0 0 1,000 皆減

2025年度

　他会計長期借入金償還金

科目

公営企業
業務状況説明

水道事業会計下水道事業会計

町では、条例に基づき年２回、公営企業（上下水道事業）の業務状況を公表しています。今回は2026年度上半期

における業務状況と併せて、2025年度決算の概況について町民の皆様にお知らせいたします。

（単位：千円・税抜）

【貸借対照表（財政状況）】【損益計算書（経営状況）】

（2026年４月１日から９月30日まで） 

（2026年９月30日時点）

（単位：千円・税抜）

【貸借対照表（財政状況）】【損益計算書（経営状況）】

（2026年４月１日から９月30日まで） 

（2026年９月30日時点）

下水道事業収益は2億2,363万3,872円で、前年度に比べて5.83％の増加となっています。下水道事業費用は

2億3,015万4,522円で、前年度に比べて6.56%の増加となっております。この結果、2025年度の経営成績は、

753万252円の純損失となりました。

　水道事業収益は2億3,452万4,722円で、前年度に比べて2.67％の減少となっています。水道事業費用は

2億4,170万3,958円で、前年度に比べて3.73%の減少となっています。この結果、2025年度の経営成績

は、912万9,361円の純損失となりました。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5,432万2,388円

は、繰越工事資金5万円、過年度分損益勘定留保資金395万

6,802円および当年度分損益勘定留保資金5,031万5,586円

で補填しました。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5,901万6,418円

は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額195万

125円、当年度分損益勘定留保資金5,259万6,390円および建

設改良積立金446万9,903円で補填しました。 
※

※

(
単
位
:
千
円
・
税
込
)

(
単
位
:
千
円
・
税
込
)

企業会計とは、地方公営企業法の適用を受けて、民間企業と同じ会計処理と

独立採算制をもって事業を行う会計のことで、真鶴町では、水道事業・下水

道事業の会計は「企業会計」として管理しています。



４広報真鶴　2026年11月号広報真鶴　2026年11月号５

企業
会計

問い合わせ　都市基盤課☎内線６５７５

経理の状況
　

科目 金額 科目 金額

営業費用 79,614 営業収益 6,779

営業外費用 8,617 営業外収益 90,760

特別損失 0 特別利益 256

当期純利益 9,564

計 97,795 計 97,795

費用の部 収益の部

科目 金額 科目 金額

固定資産 3,939,816 固定負債 1,337,330

流動資産 47,285 流動負債 61,672

繰延収益 2,210,313

負債計 3,609,315

資本金 307,840

剰余金 69,946

資本計 377,786

計 3,987,101 計 3,987,101

資産の部 負債・資本の部

【企業債および長期借入金未償還残高（借入先別）】

事
業
の
状
況

経
営
成
績

経
営
成
績

経理の状況
　

借入先 未償還残高 借入先 未償還残高

財務省 36,444 かんぽ生命保険 207,062

地方公共団体金融機構 932,979 かながわ西湘農協 60,020

神奈川県 18,822 さがみ信用金庫 22,005

1,277,332計

2026年度 2025年度

上半期 上半期 増減 比率

536,814 540,274 △ 3,460 99.36

2,933 2,952 △ 19 99.36

342,990 363,151 △ 20,161 94.45

1,874 1,984 △ 110 94.46

63.89 67.22 △ 3.33 95.05

１ 日 平 均 有 収 水 量 ㎥

有 収 率 ％

配 水 量 ㎥

１ 日 平 均 配 水 量 ㎥

有 収 水 量 ㎥

事 項 単位
比較

科目 金額 科目 金額

営業費用 89,951 営業収益 115,951

営業外費用 2,322 営業外収益 6,834

特別損失 6,946 特別利益 8,271

当期純利益 31,837

計 131,056 　　 計 131,056

費用の部 収益の部

科目 金額 科目 金額

固定資産 1,176,540 固定負債 439,805

流動資産 70,537 流動負債 42,509

繰延収益 192,084

負債計 674,398

資本金 551,002

剰余金 21,677

資本計 572,679

計 1,247,077 計 1,247,077

資産の部 負債・資本の部 借入先 未償還残高 借入先 未償還残高

財務省 51,712 市町村振興基金 8,768

地方公共団体金融機構 288,961 一般会計 64,000

413,441計

【企業債および長期借入金未償還残高（借入先別）】

増減 比率

1,398 1,436 △ 38 97.35

650 633 17 102.69

74,742 81,225 △ 6,483 92.02

78,993 77,446 1,547 102.00

105.69 95.35 10.34 110.84

比較
2025年度 2024年度

％

㎥

事 項 単位

人

有 収 水 量

有 収 率

㎥

年 度 末 接 続 人 口

送 水 量 （ 処 理 水 量 ）

人

年 度 末 普 及 人 口

202６年度

上半期の

状況

202６年度

上半期の

状況

202５年度

決算の

概要

202５年度

決算の

概要

    増減     比率

6,325 6,474 △ 149 97.70

3,656 3,686 △ 30 99.19

1,075,574 1,066,479 9,095 100.85

708,804 721,195 △ 12,391 98.28

65.90 67.62 △ 1.72 97.46

比較

有 収 率 ％

有 収 水 量 ㎥

配 水 量 ㎥

年 度 末 給 水 栓 数 栓

年 度 末 給 水 人 口 人

事 項 単位 2025年度 2024年度

2026年度 2025年度

上半期 上半期 増減 比率

38,985 38,804 181 100.47

213 212 1 100.47

38,601 39,858 △ 1,257 96.85

211 218 △ 7 96.79

99.02 102.72 △ 3.70 96.40

比較

有 収 率 ％

１ 日 平 均 有 収 水 量 ㎥

有 収 水 量 ㎥

１ 日 平 均 送 水 量 ㎥

送 水 量 （ 処 理 水 量 ） ㎥

事 項 単位

2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

下水道事業収益 229,360 223,634 211,305 105.83

　営業収益 20,564 20,585 22,096 93.16

　営業外収益 187,897 182,148 189,209 96.27

　特別利益 20,899 20,901 0 皆増

下水道事業費用 238,866 230,154 215,976 106.56

　営業費用 214,031 205,644 196,112 104.86

　営業外費用 23,720 23,500 19,864 118.31

　特別損失 1,015 1,010 0 皆増

　予備費 100 0 0 -

純利益(純損失) 4,113 △ 7,530 △ 3,940 191.12

2025年度
科目

2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

資本的収入 97,647 90,147 77,815 115.85

　企業債 77,100 69,600 51,100 136.20

　補助金 7,920 7,920 0 皆増

350 350 400 87.50

　他会計負担金 12,277 12,277 26,315 46.65

資本的支出 152,723 144,469 132,870 108.73

　建設改良費 37,761 29,808 1,556 195.39

　企業債償還金 114,662 114,661 117,614 97.49

　予備費 300 0 0 -

2025年度

　負担金および分担金

科目
【
収
益
的
収
支
】

　

【
資
本
的
収
支
】

事
業
の
状
況

事
業
の
状
況

事
業
の
状
況

【
収
益
的
収
支
】

【
資
本
的
収
支
】

科目
2024年度 前年度比

   予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

水道事業収益 235,612 234,525 240,964 97.33

　営業収益 210,509 210,623 199,041 105.82

　営業外収益 13,595 12,645 19,835 63.75

　特別利益 11,508 11,257 22,088 50.96

水道事業費用 250,813 241,704 251,061 96.27

　営業費用 222,453 216,652 213,374 101.54

　営業外費用 14,857 12,231 13,392 91.33

　特別損失 12,823 12,821 24,295 52.77

　予備費 680 0 0 -

純利益(純損失) △ 14,345 △ 9,129 △ 10,247 89.09

2025年度 2024年度 前年度比

予算額 決算額(A) 決算額(B) (A)/(B)

資本的収入 27,400 19,300 0 皆増

　企業債 27,400 19,300 0 皆増

資本的支出 85,631 78,316 61,423 127.50

　建設改良費 27,516 20,202 19 104,620.15

　企業債償還金 58,115 58,114 60,404 96.21

0 0 1,000 皆減

2025年度

　他会計長期借入金償還金

科目

公営企業
業務状況説明

水道事業会計下水道事業会計

町では、条例に基づき年２回、公営企業（上下水道事業）の業務状況を公表しています。今回は2026年度上半期

における業務状況と併せて、2025年度決算の概況について町民の皆様にお知らせいたします。

（単位：千円・税抜）

【貸借対照表（財政状況）】【損益計算書（経営状況）】

（2026年４月１日から９月30日まで） 

（2026年９月30日時点）

（単位：千円・税抜）

【貸借対照表（財政状況）】【損益計算書（経営状況）】

（2026年４月１日から９月30日まで） 

（2026年９月30日時点）

下水道事業収益は2億2,363万3,872円で、前年度に比べて5.83％の増加となっています。下水道事業費用は

2億3,015万4,522円で、前年度に比べて6.56%の増加となっております。この結果、2025年度の経営成績は、

753万252円の純損失となりました。

　水道事業収益は2億3,452万4,722円で、前年度に比べて2.67％の減少となっています。水道事業費用は

2億4,170万3,958円で、前年度に比べて3.73%の減少となっています。この結果、2025年度の経営成績

は、912万9,361円の純損失となりました。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5,432万2,388円

は、繰越工事資金5万円、過年度分損益勘定留保資金395万

6,802円および当年度分損益勘定留保資金5,031万5,586円

で補填しました。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額5,901万6,418円

は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額195万

125円、当年度分損益勘定留保資金5,259万6,390円および建

設改良積立金446万9,903円で補填しました。 
※

※

(
単
位
:
千
円
・
税
込
)

(
単
位
:
千
円
・
税
込
)

企業会計とは、地方公営企業法の適用を受けて、民間企業と同じ会計処理と

独立採算制をもって事業を行う会計のことで、真鶴町では、水道事業・下水

道事業の会計は「企業会計」として管理しています。
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２０２６年4月1日からは、住所や氏名などの変更登記

も義務化されました。

園児募集の

おしらせ

第10回
連載

建物を大切に使い、次世代につなぐ。

町を明るい風景にしていきましょう！

「空き家の名義」、そのままにしていませんか？

　親から家を相続したけれど、名義は亡くなった方のまま――。そんな空き家はありませんか？

 不動産を相続したことを知った日から、原則３年以内

に相続登記を申請する必要があります。なお、２０２４

年4月1日より前に相続した不動産で、まだ相続登記を

していない場合も対象となり、原則として２０２７年3月

31日までに対応する必要があります。

　　住所や氏名等に変更があった場合は、原則2年以内に変更登記が必要です。以前の住所・氏名の変更で、まだ登記をしてい

ない場合は、２０２８年3月31日までが期限となります。

　名義が整理されていないと、空き家を売る・貸す・譲るといった手続きを進める際に、相続人の確認や話し合いなどに時間

がかかることがあります。登記の具体的な手続きについては、法務局や司法書士等にご相談ください。

2024年4月1日から、相続登記が義務化されています。

真鶴町　政策推進課　　電話番号 0465-68-1131
まなづるまち　 でんわばんごうせいさくすいしんか

一般社団法人真鶴町観光協会（いっぱんしゃだんほうじ

ん まなづるまちかんこうきょうかい）では 色々（いろい

ろ）な 真鶴（まなづる）グッズを 売（う）って います。

幸せをつくる真鶴時間Tシャツ

￥2,400

真鶴エッセンシャルオイル

ヒノキ　￥1,650

みかん　￥3,300

11月（がつ）30日（にち）（月（げつ））

まで　住民（じゅうみん）の　みなさん

は 真鶴町生活応援商品券（まなづる

まちせいかつおうえんしょうひんけ

ん）を　使（つか）うことが　できます。

ぜひ一度（いちど）　真鶴（まなづる）

グッズを　見（み）に　行（い）って　み

てください。

真鶴町真鶴（まなづるまち　まなづる）894-1

里海（さとうみ）ベース内（ない）

時間（じかん）：9：30〜16：00　

TEL 0465-68-2543　office@manazuru.net

一般社団法人　真鶴町観光協会

真鶴で

育った　木から

作られています。 夏（なつ）には　お祭（まつ）りを

イメージした　Tシャツも　売（う）

って　います。

他（ほか）にも　真鶴（まなづる）

グッズが　たくさん　あります。

子育て・保育教育　情報コーナー

町外保育園の
来年度入園について

　真鶴町外にある保育園へ入

園を希望している方は、市町

村により受付制度が異なりま

すので、希望する園のある市

町村へお早めにお問い合わせ

ください。

　保育園の見学等は、各自で

お願いします。

問 　 い 　 合 　 わ 　 せ

石田保育園

・町外の保育園を希望する人は、問い合わせ先にご連絡ください。

・在園児については町から通知しますので、継続希望の方は後日、申込書等を提出してください。

・提出がない場合、継続入所はできません。

入 所 基 準

募 集 園 児 数

入園申込書の配付

提 出 期 間

提 出 先

面 接 日

面 接 会 場

そ の 他

貴船愛児園

石田保育園・貴船愛児園・・・ 健康こども課　☎内線6４５０

ひなづる幼稚園・・・・・・・・・・教育委員会　　 ☎内線６７００

・虐待やＤＶ(ドメスティックバイオレンス)の

 おそれがあるため

・その他、保育が必要と認められる場合

真鶴町に住所があり、保護者が次のいずれかの理由によりお子さんを保育することができない場合に限り

ます。なお、同居の祖父母等が保育できる場合は入園できません。

10名程度 15名程度

12月1８日（金）　１３時30分から 12月17日（木）　１３時30分から

※年齢によっては入園できない場合があります。 ※年齢によっては入園できない場合があります。 

11月２日（月）より各保育園および健康こども課にて配布。町ホームページからもダウンロードが可能。

入所を希望する保育園、または健康こども課へ提出

11月２日（月）～１３日（金）　※土・日・祝日を除く

第１希望の保育園　※お子さんと一緒にお越しください。

・就労のため　　　・就学のため

・妊娠、出産のため

・保護者の疾病、障がいのため

・親族等の介護のため　　

・災害の復旧のため

・求職活動のため　　

・原則として幼稚園バスのバス停まで送迎できる保護者がいること

・入園許可決定通知は、12月上旬に発送予定

入 園 資 格
真鶴町在住で、2021年(令和3年)4月2日～

2024年(令和6年)4月1日生まれのお子さん

3・4・5歳児合わせて15人程度

11月12日(木)

ひなづる幼稚園および教育委員会(町民センター２階)にて配付

ひなづる幼稚園

11月5日(木)・6日(金)　9時～１７時

原則として5時間（9時～１４時）　バス送迎あり

預かり保育あり（１４時～１８時）

募 集 園 児 数

入 園 願 書 の 配 付

提 出 期 間

提 出 先

面 接 日

保 育 時 間

延 長 保 育

そ の 他

ひなづる幼稚園

まなづる　しあわ まなづるじかん

まなづる　

そだ　　　　　　き

つく

名義を整理すると、空き家の活用につながります。

第 34 回
 やさしい
日本語

【翻訳】まなづる国際交流協会

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語(にほ

んご)の　ページです。やさしい　日本語(にほんご)で いろいろな 

情報(じょうほう) を おつたえします。

「まなづるグッズを 

  　　買（か）って みませんか」

いっぱんしゃだんほうじん　まなづるまちかんこうきょうかい



６広報真鶴　2026年11月号広報真鶴　2026年11月号７

２０２６年4月1日からは、住所や氏名などの変更登記

も義務化されました。

園児募集の

おしらせ

第10回
連載

建物を大切に使い、次世代につなぐ。

町を明るい風景にしていきましょう！

「空き家の名義」、そのままにしていませんか？

　親から家を相続したけれど、名義は亡くなった方のまま――。そんな空き家はありませんか？

 不動産を相続したことを知った日から、原則３年以内

に相続登記を申請する必要があります。なお、２０２４

年4月1日より前に相続した不動産で、まだ相続登記を

していない場合も対象となり、原則として２０２７年3月

31日までに対応する必要があります。

　　住所や氏名等に変更があった場合は、原則2年以内に変更登記が必要です。以前の住所・氏名の変更で、まだ登記をしてい

ない場合は、２０２８年3月31日までが期限となります。

　名義が整理されていないと、空き家を売る・貸す・譲るといった手続きを進める際に、相続人の確認や話し合いなどに時間

がかかることがあります。登記の具体的な手続きについては、法務局や司法書士等にご相談ください。

2024年4月1日から、相続登記が義務化されています。

真鶴町　政策推進課　　電話番号 0465-68-1131
まなづるまち　 でんわばんごうせいさくすいしんか

一般社団法人真鶴町観光協会（いっぱんしゃだんほうじ

ん まなづるまちかんこうきょうかい）では 色々（いろい

ろ）な 真鶴（まなづる）グッズを 売（う）って います。

幸せをつくる真鶴時間Tシャツ

￥2,400

真鶴エッセンシャルオイル

ヒノキ　￥1,650

みかん　￥3,300

11月（がつ）30日（にち）（月（げつ））

まで　住民（じゅうみん）の　みなさん

は 真鶴町生活応援商品券（まなづる
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・親族等の介護のため　　

・災害の復旧のため

・求職活動のため　　

・原則として幼稚園バスのバス停まで送迎できる保護者がいること
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原則として5時間（9時～１４時）　バス送迎あり

預かり保育あり（１４時～１８時）
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提 出 先

面 接 日

保 育 時 間

延 長 保 育

そ の 他
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まなづる　

そだ　　　　　　き
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第１の窓
意思決定

第３の窓
開かれた対話

開校推進委員会

共創ワークショップ
子どもプロジェクト会議

教育デザイン部会
学校環境デザイン部会
まちと学校部会

第２の窓
専門部会
＋有識者

制服ってなんのため？

場 所

時 間

対 象

町のみなさまにより深く知っていただきたく、岩瀬教育長

との対談を企画しました。それぞれのご専門から学校づく

りについてお話していただきます。

情報センター

１階映像ホール

１８：００～１９：３０

真鶴町のみなさま

旧真鶴中学校 物品譲渡会＆校舎お別れ会

教室って、四角じゃなくてもいい。

　2026年８月、真鶴中学校はまなづる

小学校の校舎へ移転しました。

　これまで学校で使われてきた机や椅子、

学校備品など、旧真鶴中学校には、まだ

まだ使うことのできる物品が残っていま

す。そこで、これらをできるだけ廃棄せず、

必要とする皆さんに活用していただくた

め、「物品譲渡会」を開催します。

　「家で使えそう」「地域の活動で使いた

　懐かしい教室を訪れたり、思い出の場

所で写真を撮ったり、使えるものを持ち

帰ったり。家族や友人と一緒に、旧真鶴

中学校の最後の時間を過ごしませんか。

い」「子どもの工作や活動に使えそう」「懐

かしいから思い出として持って帰りたい」

――。そんなものが見つかるかもしれま

せん。

　また、今回の譲渡会にあわせて、「校舎

お別れ会」も開催します。来年の夏に予定

している解体を前に、校舎に入ることが

できる貴重な機会として、校舎お別れ会

もあわせて開催します。

　私たちが「教室」と聞いて思い浮かべるのは、四角い空間に

黒板があり、机が並び、教師が前に立つ――そんな姿ではない

でしょうか。

　９月15日（火）に開催した第３回の部会では、そこから少し違

う普通教室の姿が示されました。

壁や建具の位置をずらして教室の一部に「たまり」をつくり、小

上がりや袖壁（ちょっとした壁の出っ張り）などによって、一つ

の教室の中にも複数の居場所をつくる。教室とオープンスペー

スの床材を連続させることで、教室と廊下の境界も必要以上

に固定しません。さらに、教室と教室の間の「掲示建具」は、閉

じれば掲示面、開けば複数の教室を一体的に使える仕掛けで

す。

　こうした空間では、「一人で集中したい」「友達と話したい」「少

し落ち着きたい」「床に座って活動したい」など、その時々の目

的や気分に応じて、子どもが自分に合う場所を選ぶことがで

きます。授業中に一つの教室で複数の活動が同時に起こった

り、隣の教室や「たまり」にはみ出して学んだりすることもでき

るかもしれません。

　一方で、こうした空間は、建物ができれば自然に使われるわ

けではありません。先生自身が「この場所で何ができるだろう」

と考え、家具を動かしたり、実際に空間を体験したりしながら、

新しい使い方を見つけていくことも大切です。そのための研修

も検討しています。

　建物が子どもの過ごし方を決めるのではなく、子ども自身が

「ここで何をしよう？」と発見する。そして、先生も子どもも、使

いながら学校の環境をつくっていく。

新しい学校は、完成した建物を「使う」のではなく、みんなで「育

てていく」学校にしていきます。

　「部会の役割」のおさらい（確認・復習・・・）か

ら始め、今回は制服に関する対話を中心に行

いました。 

 そもそも制服は、（日本では）軍服がルーツと

言われ、明治時代から広がったもの。どのよう

な家庭の子でも同じ服で学校に通える、どの

学校の子かわかる、仲間意識と管理統制のた

め、などの目的と考えられます。法律で決めら

れたことではないので、各学校で決めることが

できます。 　

　ジェンダーに関する配慮をはじめとする、人

権感覚に基づいて決めることが大切です。物

価上昇に伴い、毎年のように制服価格は跳ね

上がっていることも課題です。

　教育ビジョンにある「自分で考える、決める、

みんなで学校をつくる」をめざし、委員の皆様

と３つの案【A：今まで通り、制服を決める（デ

ザインは検討する） B：制服はあるが、選択で

きる。ジャケットのみ指定など、私服との間で

自由に選択。 C：私服基本（現在の小学校の形

が延長される。受験期等TPOを学んで服装を

考える）】 を基にメリット・デメリットを出し合っ

てみました。   

　「保護者の経済的負担」や「選択の自由」など

については、メリットにもデメリットにもあがっ

ていました。 　　

　児童生徒・保護者の意見も聞いたうえで、さ

らに対話を続けていく予定です・・・

11月21日㈯　町民・真中卒業生のみ

　　　 22日㈰　一般公開

物品譲渡会＆校舎お別れ会

第２回　11/17 ㈫

第３回　  1/18 ㈪

第４回　  3/ 9 ㈫

お 名 前 専　　　門所　　属

垣 野 義 典 さ ん

鎌 田 和 宏 さ ん

荒井英治郎さん

東京理科大学

帝 京 大 学

信 州 大 学

学 習 空 間 デ ザ イ ン

学校図書館、情報メディアの活用

教 育 行 政 ・ 教 育 法

垣野義典さん × 教育長

鎌田和宏さん × 教育長

荒井英治郎さん × 教育長

専
門
家
の

み
な
さ
ま

※譲渡する物品、譲渡方法、駐車場等の詳

細は、決まり次第、町ホームページ等でお

知らせします。

教育デザイン部会もキックオフ！

「ito」というカードゲーム。お題を通

して、互いの価値観の違いを楽しみ

ながら大いに盛り上がりました。

　そうして柔らかい雰囲気で本題に突入

しました。2029年度の新しいカリキュラ

ムの検証に向けて、今年度から決めなく

てはならないこと、そのために学びたい

ことを洗い出していきました。中には、幼

稚園に留まらず、町の保育園とも連携し

ながら、子どもたちの15年の育ちを考え

ていきたいという声が複数ありました。

この、育ちの連続性という視点では、今

年度２学期から始まっている、小中合同

生活の中でも小さく試していくことがで

きそうです。

　最後に、この部会では学び続ける時間

も大切にしていこうということで、部会

の有識者でもある苫野一徳さんの著書

『「学校」をつくり直す』の第1章の読書会

を行いました。「150年続いてきた学校

のシステムにどう変化を起こしていける

だろうか。」「子どもにどんな力を育んで

いくと、必要に応じて必要な人と関わり

合えるようになるのだろうか。」といった

いくつもの問いが出てきました。

　部会の最後は、一人一人言葉を置いて

「チェックアウト」。「研修が楽しいと思う

ようになった。」と語ってくれたのは、委

員である小学校の先生。忙しい日々の合

間を縫って、新しいカリキュラムのことを

考える時間をとっていくからこそ、『自分

のためにもなるいい時間だった！』と感

じられる部会にしていきたい。そんな思

いを共有できた、一回目の部会となりま

した。

　専門部会「教育デザイン部会」の一回目

が8/27(木)に開催されました。

　この部会は、2030年の義務教育学校

開校に向けて、『真鶴町育てる教育ビジョ

ン』を手がかりとしながら、次期学習指導

要領で示される学びと真鶴の地域の伝

統や特質を生かしたカリキュラムについ

て議論していく部会です。子どもたちの

学びのど真ん中、学校の「ソフト」の部分

を担っていきます。

　第一回では、幼稚園、小学校、中学校の

委員（先生方）の皆さんと共創室のメン

バーで、まずはお互いに知り合うところ

から始めることにしました。選んだのは

第１回開校推進委員会を開催

　義務教育学校開校に向けた推進体制の母体である「開校推進委員会」がはじ

まりました。第１回では各団体から推薦された代表のみなさん、一般公募の２

名の方、園長・校長、有識者の方が集まりました。

　冒頭、委員長と副委員長の選任を行い、委員長に牧岡努氏（教育長職務代

理）が推薦され、副委員長に大塚伸二副町長が推薦ののち選任されました。そ

の後、各委員が机ごとに自己紹介したのち、『真鶴町育てる教

育ビジョン』をお披露目し、４つのビジョン①全ての子どもの

居場所をつくる、②自分で考える、決める、みんなで学校をつ

くる、③まちと共に育つ、④先生のワクワクを支える大人も最

高に楽しく、と17のアクションを読みながら、各ビジョンにつ

いて思うことを交わし合いました。

* 真鶴町
教育ビジョンは
こちらから

広報10月号P3の同対談企画の掲載におきまして、専門家のみなさまの所属先・専門分野の項目に誤りがござ

いました。関係者、読者のみなさまに慎んでお詫び申し上げます。なお、正しくは以下となります。

お　詫　び

　続けて、開校推進委員会と３つの専門部会の位置付けについて確認したの

ち、これまでに開催された専門部会で検討してきたことの報告、開校推進委員

の方々と協議したいことの提案があり、短い時間でしたが協議を行いました。

各部会のまとめはHPで公開していますので、そちらもご覧ください。

時　間　　10：00～16：00

            (１５：００　最終入場)

会　場　　旧真鶴中学校

―教育デザイン部会・第１回―

９月3日に行われたリ
レートークイベントの
録画は公式Youtube
チャンネルからご覧
いただけます。

―学校環境デザイン部会・第３回―

ーまちと学校部会・第２回ー

を
つなぐリレートーク

（対談）

教育委員会
での承認

第１の窓

第2の窓
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子どもプロジェクト会議

教育デザイン部会
学校環境デザイン部会
まちと学校部会

第２の窓
専門部会
＋有識者

制服ってなんのため？

場 所

時 間

対 象

町のみなさまにより深く知っていただきたく、岩瀬教育長

との対談を企画しました。それぞれのご専門から学校づく

りについてお話していただきます。

情報センター

１階映像ホール

１８：００～１９：３０

真鶴町のみなさま

旧真鶴中学校 物品譲渡会＆校舎お別れ会

教室って、四角じゃなくてもいい。

　2026年８月、真鶴中学校はまなづる

小学校の校舎へ移転しました。

　これまで学校で使われてきた机や椅子、

学校備品など、旧真鶴中学校には、まだ

まだ使うことのできる物品が残っていま

す。そこで、これらをできるだけ廃棄せず、

必要とする皆さんに活用していただくた

め、「物品譲渡会」を開催します。

　「家で使えそう」「地域の活動で使いた

　懐かしい教室を訪れたり、思い出の場

所で写真を撮ったり、使えるものを持ち

帰ったり。家族や友人と一緒に、旧真鶴

中学校の最後の時間を過ごしませんか。

い」「子どもの工作や活動に使えそう」「懐

かしいから思い出として持って帰りたい」

――。そんなものが見つかるかもしれま

せん。

　また、今回の譲渡会にあわせて、「校舎

お別れ会」も開催します。来年の夏に予定

している解体を前に、校舎に入ることが

できる貴重な機会として、校舎お別れ会

もあわせて開催します。

　私たちが「教室」と聞いて思い浮かべるのは、四角い空間に

黒板があり、机が並び、教師が前に立つ――そんな姿ではない

でしょうか。

　９月15日（火）に開催した第３回の部会では、そこから少し違

う普通教室の姿が示されました。

壁や建具の位置をずらして教室の一部に「たまり」をつくり、小

上がりや袖壁（ちょっとした壁の出っ張り）などによって、一つ

の教室の中にも複数の居場所をつくる。教室とオープンスペー

スの床材を連続させることで、教室と廊下の境界も必要以上

に固定しません。さらに、教室と教室の間の「掲示建具」は、閉

じれば掲示面、開けば複数の教室を一体的に使える仕掛けで

す。

　こうした空間では、「一人で集中したい」「友達と話したい」「少

し落ち着きたい」「床に座って活動したい」など、その時々の目

的や気分に応じて、子どもが自分に合う場所を選ぶことがで

きます。授業中に一つの教室で複数の活動が同時に起こった

り、隣の教室や「たまり」にはみ出して学んだりすることもでき

るかもしれません。

　一方で、こうした空間は、建物ができれば自然に使われるわ

けではありません。先生自身が「この場所で何ができるだろう」

と考え、家具を動かしたり、実際に空間を体験したりしながら、

新しい使い方を見つけていくことも大切です。そのための研修

も検討しています。

　建物が子どもの過ごし方を決めるのではなく、子ども自身が

「ここで何をしよう？」と発見する。そして、先生も子どもも、使

いながら学校の環境をつくっていく。

新しい学校は、完成した建物を「使う」のではなく、みんなで「育

てていく」学校にしていきます。

　「部会の役割」のおさらい（確認・復習・・・）か

ら始め、今回は制服に関する対話を中心に行

いました。 

 そもそも制服は、（日本では）軍服がルーツと

言われ、明治時代から広がったもの。どのよう

な家庭の子でも同じ服で学校に通える、どの

学校の子かわかる、仲間意識と管理統制のた

め、などの目的と考えられます。法律で決めら

れたことではないので、各学校で決めることが

できます。 　

　ジェンダーに関する配慮をはじめとする、人

権感覚に基づいて決めることが大切です。物

価上昇に伴い、毎年のように制服価格は跳ね

上がっていることも課題です。

　教育ビジョンにある「自分で考える、決める、

みんなで学校をつくる」をめざし、委員の皆様

と３つの案【A：今まで通り、制服を決める（デ

ザインは検討する） B：制服はあるが、選択で

きる。ジャケットのみ指定など、私服との間で

自由に選択。 C：私服基本（現在の小学校の形

が延長される。受験期等TPOを学んで服装を

考える）】 を基にメリット・デメリットを出し合っ

てみました。   

　「保護者の経済的負担」や「選択の自由」など

については、メリットにもデメリットにもあがっ

ていました。 　　

　児童生徒・保護者の意見も聞いたうえで、さ

らに対話を続けていく予定です・・・

11月21日㈯　町民・真中卒業生のみ

　　　 22日㈰　一般公開

物品譲渡会＆校舎お別れ会

第２回　11/17 ㈫

第３回　  1/18 ㈪

第４回　  3/ 9 ㈫

お 名 前 専　　　門所　　属

垣 野 義 典 さ ん

鎌 田 和 宏 さ ん

荒井英治郎さん

東京理科大学

帝 京 大 学

信 州 大 学

学 習 空 間 デ ザ イ ン

学校図書館、情報メディアの活用

教 育 行 政 ・ 教 育 法

垣野義典さん × 教育長

鎌田和宏さん × 教育長

荒井英治郎さん × 教育長

専
門
家
の

み
な
さ
ま

※譲渡する物品、譲渡方法、駐車場等の詳

細は、決まり次第、町ホームページ等でお

知らせします。

教育デザイン部会もキックオフ！

「ito」というカードゲーム。お題を通

して、互いの価値観の違いを楽しみ

ながら大いに盛り上がりました。

　そうして柔らかい雰囲気で本題に突入

しました。2029年度の新しいカリキュラ

ムの検証に向けて、今年度から決めなく

てはならないこと、そのために学びたい

ことを洗い出していきました。中には、幼

稚園に留まらず、町の保育園とも連携し

ながら、子どもたちの15年の育ちを考え

ていきたいという声が複数ありました。

この、育ちの連続性という視点では、今

年度２学期から始まっている、小中合同

生活の中でも小さく試していくことがで

きそうです。

　最後に、この部会では学び続ける時間

も大切にしていこうということで、部会

の有識者でもある苫野一徳さんの著書

『「学校」をつくり直す』の第1章の読書会

を行いました。「150年続いてきた学校

のシステムにどう変化を起こしていける

だろうか。」「子どもにどんな力を育んで

いくと、必要に応じて必要な人と関わり

合えるようになるのだろうか。」といった

いくつもの問いが出てきました。

　部会の最後は、一人一人言葉を置いて

「チェックアウト」。「研修が楽しいと思う

ようになった。」と語ってくれたのは、委

員である小学校の先生。忙しい日々の合

間を縫って、新しいカリキュラムのことを

考える時間をとっていくからこそ、『自分

のためにもなるいい時間だった！』と感

じられる部会にしていきたい。そんな思

いを共有できた、一回目の部会となりま

した。

　専門部会「教育デザイン部会」の一回目

が8/27(木)に開催されました。

　この部会は、2030年の義務教育学校

開校に向けて、『真鶴町育てる教育ビジョ

ン』を手がかりとしながら、次期学習指導

要領で示される学びと真鶴の地域の伝

統や特質を生かしたカリキュラムについ

て議論していく部会です。子どもたちの

学びのど真ん中、学校の「ソフト」の部分

を担っていきます。

　第一回では、幼稚園、小学校、中学校の

委員（先生方）の皆さんと共創室のメン

バーで、まずはお互いに知り合うところ

から始めることにしました。選んだのは

第１回開校推進委員会を開催

　義務教育学校開校に向けた推進体制の母体である「開校推進委員会」がはじ

まりました。第１回では各団体から推薦された代表のみなさん、一般公募の２

名の方、園長・校長、有識者の方が集まりました。

　冒頭、委員長と副委員長の選任を行い、委員長に牧岡努氏（教育長職務代

理）が推薦され、副委員長に大塚伸二副町長が推薦ののち選任されました。そ

の後、各委員が机ごとに自己紹介したのち、『真鶴町育てる教

育ビジョン』をお披露目し、４つのビジョン①全ての子どもの

居場所をつくる、②自分で考える、決める、みんなで学校をつ

くる、③まちと共に育つ、④先生のワクワクを支える大人も最

高に楽しく、と17のアクションを読みながら、各ビジョンにつ

いて思うことを交わし合いました。

* 真鶴町
教育ビジョンは
こちらから

広報10月号P3の同対談企画の掲載におきまして、専門家のみなさまの所属先・専門分野の項目に誤りがござ

いました。関係者、読者のみなさまに慎んでお詫び申し上げます。なお、正しくは以下となります。

お　詫　び

　続けて、開校推進委員会と３つの専門部会の位置付けについて確認したの

ち、これまでに開催された専門部会で検討してきたことの報告、開校推進委員

の方々と協議したいことの提案があり、短い時間でしたが協議を行いました。

各部会のまとめはHPで公開していますので、そちらもご覧ください。

時　間　　10：00～16：00

            (１５：００　最終入場)

会　場　　旧真鶴中学校

―教育デザイン部会・第１回―

９月3日に行われたリ
レートークイベントの
録画は公式Youtube
チャンネルからご覧
いただけます。

―学校環境デザイン部会・第３回―

ーまちと学校部会・第２回ー

を
つなぐリレートーク

（対談）

教育委員会
での承認

第１の窓

第2の窓
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真鶴半島保全活用構想(案)

～すぐ手が届く、そのままの海と森。自然体験半島、真鶴。～

大切にすること

基本的な

真鶴半島の姿は

変わらないように

すること

守りたい

真鶴半島の姿を

町民と一緒に

明確にすること

真鶴半島の

価値と保全に

理解ある事業者と

連携すること

保全活用の基本方針

-大量誘客を必ずしも目指さず、そのままの自然を活かすことを最優先する

-各拠点の再整備にあたっては、本構想に沿うよう町が統制する

-施設等が負の遺産とならないよう、除却時も見据えた再整備等の枠組みとする

過度な開発を行わず、自然を保全し次世代へ継承

-再整備等は公民連携により進めることが想定される。連携する事業者には、

 本構想に沿う事業計画を求め、町内への経済的還流も重視して選定する。

適度な賑わいと地域経済の好循環による持続可能な地域再生

-国が推進するアドベンチャー・ツーリズムの3要素である「自然」  

「アクティビティ」「文化体験」を意識した活用を図る

真鶴のお林・海の価値を学び体験する場としての教育旅行や質の高い滞在

今後の進め方各区域の方向性
本構想に町民の皆様の思いを反映したうえで、実現に向け

て確実に実行へ移すため、以下の段取りで進めていきます。

町民対話と守りたい真鶴半島の姿の明確化

住民説明会、オープンハウス、パブリックコメント等

を通じ、守るべき環境や静かな住環境に対する町民意

見を集約し、本構想の付属文書として整理します。

構想の発表

本構想を正式に公表します。

例規や公募要件等の整備

本構想に沿って、条例等を見直すとともに、各区域の

公募要件を定めます。

理念に共感する事業者の公募・選定

本構想に基づいて、お林の保全や本物の価値に深い理

解を持つ事業者を対象に、事業提案を公募し、構想の

実現を図っていきます。

11月

１２月

２０２６

年度内

2027

年以降

　10月から、新たに４名が「大人の地域留学」第二陣として真鶴町にやっ
てきました。一年間、町内のシェアハウス等で暮らしながら、町の活性化
のために様々な分野で活躍してもらいます。ともに学ぶ真鶴の友という
ことで「まなとも」さんと呼んでください。

「まなとも」 新メンバー紹介

地域留学の情報を発信中！

真鶴での暮らしや仕事の様子、イベント情報
などを発信しています。ぜひご覧ください♪

真鶴町関係人口コミュニティ公式SNS

大人の地域留学(真鶴町編)・第二陣

問い合わせ　政策推進課　☎内線6205

（順不同・敬称略）

アンダーヒル健吾
真鶴の美しい景色と町の雰
囲気に惹かれて、ここで一年
間過ごすことになりました。
町のことをもっと知り、皆さん
と関わりながら、自分の居場
所にしていきたいです。気軽
に声をかけてください！

川島レラ
藤沢市から来ました。同じ県内
ですが、真鶴町は初上陸！町の
ことを沢山知っていきたいで
す。美味しい/美しいものが大
好きなので沢山教えてほしい
です★

大島百絵
自然豊かで心地よい真鶴町に
惹かれて10月より参りました。
地域の皆さまと交流できること
を楽しみにしています。真鶴の
ことをたくさん学ばせていただ
きながら、まちの魅力を丁寧に
発信していきたいです。

おおしま　も　え　

 け ん ご

かわしま　　　

所属

（一社）

まなとも社中

所属所属

題府和葉
岡山県出身で海が見
える生活に憧れて真鶴
へ来ました！
町の魅力をもっと知り
たいです。これからよ
ろしくお願いします！

所属

だいふ　かずは

（一社）真鶴町

観光協会

真鶴町
まちづくり公社

（一社）

まなとも社中

「真鶴半島保全利用構想」

　真鶴半島には、真鶴町民が大切にしてきたお林をはじめ、ケープ真鶴、お林展望

公園、内袋、琴ヶ浜など様々な施設や区域があります。町の将来を考えれば、これ

らを単体で考えるのではなく、真鶴半島全体での保全や活用を考えることが重要

です。

　そのため町では、２００5年に「真鶴半島保全利用計画」を策定しました。しかし、

既に２０数年が経過し時代に合わない部分も出てきました。そこで、町制70周年と

いう節目に際し、改めて「真鶴半島保全利用構想」を定めることとしました。

　町内の各種団体との協議を経て策定した案をもとに、このたび町民対話会を開

催いたします。真鶴半島の将来を方向付ける構想です。どうぞご参加のうえご意

見ください。

真鶴半島を、どうまもるか。どういかすか。

の ご案内

11月４日(水)　1４:00～1６:00

町民センター　第二会議室

日時／場所

※なお、11月に情報センター真鶴1階にてオー

プンハウスを実施する他、11月1日～20日の日

程でパブリックコメントも募集しますので、そち

らもご利用ください。

町  民  対  話  会

11月７日(土)　1０:０0～１2:０0

情報センター　映像ホール

第1回

第２回

学び共創室
（真鶴町教育
委員会内）

まなとも留学生

仕事紹介 ＃1

来月号もまなとも留学生の活動や暮らしについて発信していきます！ぜひお楽しみに！(おがた)

池辺 実央
いけべ  みお

出身地：神奈川県

趣味：詩を書くこと、散歩

緒方 めい
おがた  めい

出身地：福岡県

趣味：旅行、野球観戦

大島 百絵 （２５歳） （２４歳） （２４歳）

おおしま  もえ

出身地：東京都

趣味：Googleマップを眺める

真鶴の日常は、私にとって新鮮なこと

ばかりです。まち・人・自然、その一つ

ひとつを丁寧に見つめて、真鶴ならで

はの魅力を発信していきたいです。よ

ろしくお願いします！

インスタグラムの投稿、noteの執筆

を主に担当しています。この町に住ん

で生活しているからこそ見える視点

で、真鶴ならではの魅力をたくさん発

信していきたいです。

真鶴町のふとした瞬間、日常の風景を

いろんな人に伝わるように発信して

いきます。地域のみなさんの真鶴のお

すすめを知りたいので、たくさん教え

てください！

お林保全方針に基づき、

370年の歴史と豊かな生態

系を保全することで、森

の遷移を体感できるお林

の価値を未来へ継承する

お林区域

自然・歴史・価値を保全する

ケープ真鶴周辺区域 拠点機能を強化する

琴ヶ浜区域 文化・スポーツの拠点へ

お林展望公園
・内袋区域

景観と文化

豊かな景観と既

存公共施設を活

かした利用を図

りつつ、魚つき

保安林の該当地

については段階

的に森へ還して

いく

お林と海への入口として、

自然体験の起点となる機

能を備えた文化・スポー

ツの拠点とする

真鶴半島の自然や歴史の価値を体感できる拠点

として、教育旅行、体験型活動、宿泊、商業等

の機能を強化する。
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連携すること

保全活用の基本方針

-大量誘客を必ずしも目指さず、そのままの自然を活かすことを最優先する

-各拠点の再整備にあたっては、本構想に沿うよう町が統制する

-施設等が負の遺産とならないよう、除却時も見据えた再整備等の枠組みとする

過度な開発を行わず、自然を保全し次世代へ継承

-再整備等は公民連携により進めることが想定される。連携する事業者には、

 本構想に沿う事業計画を求め、町内への経済的還流も重視して選定する。

適度な賑わいと地域経済の好循環による持続可能な地域再生

-国が推進するアドベンチャー・ツーリズムの3要素である「自然」  

「アクティビティ」「文化体験」を意識した活用を図る

真鶴のお林・海の価値を学び体験する場としての教育旅行や質の高い滞在

今後の進め方各区域の方向性
本構想に町民の皆様の思いを反映したうえで、実現に向け

て確実に実行へ移すため、以下の段取りで進めていきます。

町民対話と守りたい真鶴半島の姿の明確化

住民説明会、オープンハウス、パブリックコメント等

を通じ、守るべき環境や静かな住環境に対する町民意

見を集約し、本構想の付属文書として整理します。

構想の発表

本構想を正式に公表します。

例規や公募要件等の整備

本構想に沿って、条例等を見直すとともに、各区域の

公募要件を定めます。

理念に共感する事業者の公募・選定

本構想に基づいて、お林の保全や本物の価値に深い理

解を持つ事業者を対象に、事業提案を公募し、構想の

実現を図っていきます。

11月

１２月

２０２６

年度内

2027

年以降

　10月から、新たに４名が「大人の地域留学」第二陣として真鶴町にやっ
てきました。一年間、町内のシェアハウス等で暮らしながら、町の活性化
のために様々な分野で活躍してもらいます。ともに学ぶ真鶴の友という
ことで「まなとも」さんと呼んでください。

「まなとも」 新メンバー紹介

地域留学の情報を発信中！

真鶴での暮らしや仕事の様子、イベント情報
などを発信しています。ぜひご覧ください♪

真鶴町関係人口コミュニティ公式SNS

大人の地域留学(真鶴町編)・第二陣

問い合わせ　政策推進課　☎内線6205

（順不同・敬称略）

アンダーヒル健吾
真鶴の美しい景色と町の雰
囲気に惹かれて、ここで一年
間過ごすことになりました。
町のことをもっと知り、皆さん
と関わりながら、自分の居場
所にしていきたいです。気軽
に声をかけてください！

川島レラ
藤沢市から来ました。同じ県内
ですが、真鶴町は初上陸！町の
ことを沢山知っていきたいで
す。美味しい/美しいものが大
好きなので沢山教えてほしい
です★

大島百絵
自然豊かで心地よい真鶴町に
惹かれて10月より参りました。
地域の皆さまと交流できること
を楽しみにしています。真鶴の
ことをたくさん学ばせていただ
きながら、まちの魅力を丁寧に
発信していきたいです。

おおしま　も　え　

 け ん ご

かわしま　　　

所属

（一社）

まなとも社中

所属所属

題府和葉
岡山県出身で海が見
える生活に憧れて真鶴
へ来ました！
町の魅力をもっと知り
たいです。これからよ
ろしくお願いします！

所属

だいふ　かずは

（一社）真鶴町

観光協会

真鶴町
まちづくり公社

（一社）

まなとも社中

「真鶴半島保全利用構想」

　真鶴半島には、真鶴町民が大切にしてきたお林をはじめ、ケープ真鶴、お林展望

公園、内袋、琴ヶ浜など様々な施設や区域があります。町の将来を考えれば、これ

らを単体で考えるのではなく、真鶴半島全体での保全や活用を考えることが重要

です。

　そのため町では、２００5年に「真鶴半島保全利用計画」を策定しました。しかし、

既に２０数年が経過し時代に合わない部分も出てきました。そこで、町制70周年と

いう節目に際し、改めて「真鶴半島保全利用構想」を定めることとしました。

　町内の各種団体との協議を経て策定した案をもとに、このたび町民対話会を開

催いたします。真鶴半島の将来を方向付ける構想です。どうぞご参加のうえご意

見ください。

真鶴半島を、どうまもるか。どういかすか。

の ご案内

11月４日(水)　1４:00～1６:00

町民センター　第二会議室

日時／場所

※なお、11月に情報センター真鶴1階にてオー

プンハウスを実施する他、11月1日～20日の日

程でパブリックコメントも募集しますので、そち

らもご利用ください。

町  民  対  話  会

11月７日(土)　1０:０0～１2:０0

情報センター　映像ホール

第1回

第２回

学び共創室
（真鶴町教育
委員会内）

まなとも留学生

仕事紹介 ＃1

来月号もまなとも留学生の活動や暮らしについて発信していきます！ぜひお楽しみに！(おがた)

池辺 実央
いけべ  みお

出身地：神奈川県

趣味：詩を書くこと、散歩

緒方 めい
おがた  めい

出身地：福岡県

趣味：旅行、野球観戦

大島 百絵 （２５歳） （２４歳） （２４歳）

おおしま  もえ

出身地：東京都

趣味：Googleマップを眺める

真鶴の日常は、私にとって新鮮なこと

ばかりです。まち・人・自然、その一つ

ひとつを丁寧に見つめて、真鶴ならで

はの魅力を発信していきたいです。よ

ろしくお願いします！

インスタグラムの投稿、noteの執筆

を主に担当しています。この町に住ん

で生活しているからこそ見える視点

で、真鶴ならではの魅力をたくさん発

信していきたいです。

真鶴町のふとした瞬間、日常の風景を

いろんな人に伝わるように発信して

いきます。地域のみなさんの真鶴のお

すすめを知りたいので、たくさん教え

てください！

お林保全方針に基づき、

370年の歴史と豊かな生態

系を保全することで、森

の遷移を体感できるお林

の価値を未来へ継承する

お林区域

自然・歴史・価値を保全する

ケープ真鶴周辺区域 拠点機能を強化する

琴ヶ浜区域 文化・スポーツの拠点へ

お林展望公園
・内袋区域

景観と文化

豊かな景観と既

存公共施設を活

かした利用を図

りつつ、魚つき

保安林の該当地

については段階

的に森へ還して

いく

お林と海への入口として、

自然体験の起点となる機

能を備えた文化・スポー

ツの拠点とする

真鶴半島の自然や歴史の価値を体感できる拠点

として、教育旅行、体験型活動、宿泊、商業等

の機能を強化する。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証

実
験
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「お
林
調
査
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

第
42
回
　
県
西
地
区
障
害

者
文
化
事
業
を
開
催

土
地
・家
屋
台
帳
の
電
子

化
に
伴
う
閲
覧
休
止

隣地の樹木・草木で

   お困りではありませんか？
枯れ葉の

掃除が大変

隣地の枝が

越境している

強風で倒れて

きそうで不安

樹木の管理 は、　
「所有者の責任」です！！

私有地から伸びた草木で

お困りの場合
土地の所有者は調べられます

道路に

はみだしていて

危ない

！

危険木についてのご相談

総務防災課（内線6260）

まずはその土地の所有者または居住者へ直接要望を

伝え、話し合いをしてみましょう。

個人の話し合いが難しい場合は、ご近所や隣組・自治

会で問題を共有するのも一つの手段です。

どうしても解決が困難な場合は、法律相談を受け対応

を検討しましょう。

土地所有者の氏名・住所は、町で土地台帳を閲覧する

ことで誰でも調べることができます。

道路へ張り出した

草木についてはご連絡を

枝や草木が道路へ張り出し、車や歩行者の通行に支障

をきたしている場合は、町までご連絡ください。

樹木は財産であり、その所有者（多くの場合は土地の所

有者）に管理する責任があります。私有地の場合、町が

剪定・伐採を行うことはできません。

◆閲覧場所　 税務町民課（平日８：30～17：15）

◆閲 覧 料　 １回300円

都市基盤課（内線6560、6565）

税務町民課（内線6410）

倒木のリスクが高く、倒木によって家屋や人命・公共施

設・道路などに悪影響を及ぼすおそれのある樹木を見

つけた際はご連絡ください。

！

湯河原町消防本部　警防課警防救急係　0465-60-0177

１１月９日 は １１９番 の 日

火災の時や救急車を呼ぶときは、落ち着いて次のことを知らせましょう。また、音声での緊急通報が困難な人は、

スマートフォンなどから直接通報できる「Net119緊急通報サービス」が利用できます。利用には登録が必要とな

りますので、詳しくは湯河原町消防本部(土肥1-5-22)までお越しください。

①「救急」か「火災」かの区別

119番通報の正しい伝え方

③どうしたのか

④通報した人の名前、電話番号②来て欲しい場所の住所や名前（家主の

名前や店名など）または目標となるもの

　
10
月
１
日
㈭
よ
り
３
ヶ
月

間
、
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る

町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
今

後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実
験
線
を

運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
の
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
窓

口
に
て
配
架
し
て
い
る
チ
ラ

シ
・
時
刻
表
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
車
内
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

　
☎
内
線
６
６
５
５

　
町
で
は
、
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ

る
「
御
林
(
お
は
や
し
)
」

の
現
状
を
知
る
た
め
、
「
お

林
調
査
」
を
２
０
１
５
年
度

か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も
、
ご
指
導
い
た

だ
く
専
門
家
の
方
に
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺

い
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
お
林
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日

　
12
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

◇
時
間

　
10
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
10
時
30
分
〜
正
午
　
調
査

　
(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項

・
お
林
内
の
遊
歩
道
か
ら
森

　
の
中
に
入
っ
て
の
調
査
に

　
な
り
ま
す
。
汚
れ
て
も
構

　
わ
な
い
、
歩
き
や
す
い
格

　
好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
森
の
中
の
道
の
無
い
と
こ

　
ろ
を
歩
き
、
急
斜
面
を
昇

　
り
降
り
す
る
場
所
も
あ
り

　
ま
す
。
体
力
に
自
信
の
無

　
い
方
や
、
小
学
校
低
学
年

　
以
下
の
お
子
様
の
参
加
は

　
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
６
６
０
５

　　
障
害
者
週
間
の
時
期
に
あ

わ
せ
、
障
害
者
支
援
の
輪
を

広
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　
「
つ
な
ご
う
み
ん
な
の

心
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
が
地
域
社
会
で

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の

情
報
発
信
と
交
流
の
機
会
に

し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
多
く
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
５
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
15
時

　
(
10
時
　
開
会
式
)

◇
会
場

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
(
小
田

　
原
市
中
里
２
７
３-

６
)

◇
内
容

・
施
設
紹
介

・
作
品
展
示

・
手
作
り
製
品
等
販
売

・
イ
ベ
ン
ト
交
流
会

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

等

◇
主
催

　
県
西
地
区
障
害
者
文
化
事

　
業
開
催
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
６
５
２
０

　
土
地
・
家
屋
台
帳
の
電
子

化
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、

下
記
の
期
間
、
土
地
・
家
屋

台
帳
の
閲
覧
を
休
止
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
閲
覧
休
止
期
間

　 

11
月
上
旬
〜
２
０
２
７
年

　
１
月
中
旬
ま
で

◇
対
象
と
な
る
台
帳

　
土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳

◇
休
止
期
間
中
に
土
地
・
家
　

 

　
屋
の
所
有
者
等
を
確
認
す

 

　
る
場
合

・
横
浜
地
方
法
務
局
西
湘
二

　
宮
支
局
ま
た
は
小
田
原
法

　
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
で
登
記
事
項
証
明
書

　
等
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
登
記
事
項
証
明
書
等
を
取

　
得
す
る
場
合
は
有
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課

　☎
内
線
２
３
３
６

・
西
湘
二
宮
支
局

・
小
田
原
市
役
所
サ
ー
ビ
ス

　
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
６
３
・
70
・
１
１
２
５
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土地の所有者は調べられます

道路に

はみだしていて

危ない

！

危険木についてのご相談

総務防災課（内線6260）

まずはその土地の所有者または居住者へ直接要望を

伝え、話し合いをしてみましょう。

個人の話し合いが難しい場合は、ご近所や隣組・自治

会で問題を共有するのも一つの手段です。

どうしても解決が困難な場合は、法律相談を受け対応

を検討しましょう。

土地所有者の氏名・住所は、町で土地台帳を閲覧する

ことで誰でも調べることができます。

道路へ張り出した

草木についてはご連絡を

枝や草木が道路へ張り出し、車や歩行者の通行に支障

をきたしている場合は、町までご連絡ください。

樹木は財産であり、その所有者（多くの場合は土地の所

有者）に管理する責任があります。私有地の場合、町が

剪定・伐採を行うことはできません。

◆閲覧場所　 税務町民課（平日８：30～17：15）

◆閲 覧 料　 １回300円

都市基盤課（内線6560、6565）

税務町民課（内線6410）

倒木のリスクが高く、倒木によって家屋や人命・公共施

設・道路などに悪影響を及ぼすおそれのある樹木を見

つけた際はご連絡ください。

！

湯河原町消防本部　警防課警防救急係　0465-60-0177

１１月９日 は １１９番 の 日

火災の時や救急車を呼ぶときは、落ち着いて次のことを知らせましょう。また、音声での緊急通報が困難な人は、

スマートフォンなどから直接通報できる「Net119緊急通報サービス」が利用できます。利用には登録が必要とな

りますので、詳しくは湯河原町消防本部(土肥1-5-22)までお越しください。

①「救急」か「火災」かの区別

119番通報の正しい伝え方

③どうしたのか

④通報した人の名前、電話番号②来て欲しい場所の住所や名前（家主の

名前や店名など）または目標となるもの

　
10
月
１
日
㈭
よ
り
３
ヶ
月

間
、
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る

町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
今

後
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実
験
線
を

運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
の
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
窓

口
に
て
配
架
し
て
い
る
チ
ラ

シ
・
時
刻
表
ま
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
車
内
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

　
☎
内
線
６
６
５
５

　
町
で
は
、
先
人
か
ら
引
き

継
い
だ
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ

る
「
御
林
(
お
は
や
し
)
」

の
現
状
を
知
る
た
め
、
「
お

林
調
査
」
を
２
０
１
５
年
度

か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も
、
ご
指
導
い
た

だ
く
専
門
家
の
方
に
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺

い
な
が
ら
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
お
林
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日

　
12
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

◇
時
間

　
10
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
10
時
30
分
〜
正
午
　
調
査

　
(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項

・
お
林
内
の
遊
歩
道
か
ら
森

　
の
中
に
入
っ
て
の
調
査
に

　
な
り
ま
す
。
汚
れ
て
も
構

　
わ
な
い
、
歩
き
や
す
い
格

　
好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
森
の
中
の
道
の
無
い
と
こ

　
ろ
を
歩
き
、
急
斜
面
を
昇

　
り
降
り
す
る
場
所
も
あ
り

　
ま
す
。
体
力
に
自
信
の
無

　
い
方
や
、
小
学
校
低
学
年

　
以
下
の
お
子
様
の
参
加
は

　
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
６
６
０
５

　　
障
害
者
週
間
の
時
期
に
あ

わ
せ
、
障
害
者
支
援
の
輪
を

広
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　
「
つ
な
ご
う
み
ん
な
の

心
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
が
地
域
社
会
で

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の

情
報
発
信
と
交
流
の
機
会
に

し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
多
く
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
５
日
㈯

　
９
時
30
分
〜
15
時

　
(
10
時
　
開
会
式
)

◇
会
場

　
小
田
原
市
川
東
タ
ウ
ン
セ

　
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
(
小
田

　
原
市
中
里
２
７
３-

６
)

◇
内
容

・
施
設
紹
介

・
作
品
展
示

・
手
作
り
製
品
等
販
売

・
イ
ベ
ン
ト
交
流
会

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

等

◇
主
催

　
県
西
地
区
障
害
者
文
化
事

　
業
開
催
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
６
５
２
０

　
土
地
・
家
屋
台
帳
の
電
子

化
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、

下
記
の
期
間
、
土
地
・
家
屋

台
帳
の
閲
覧
を
休
止
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
閲
覧
休
止
期
間

　 

11
月
上
旬
〜
２
０
２
７
年

　
１
月
中
旬
ま
で

◇
対
象
と
な
る
台
帳

　
土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳

◇
休
止
期
間
中
に
土
地
・
家
　

 

　
屋
の
所
有
者
等
を
確
認
す

 

　
る
場
合

・
横
浜
地
方
法
務
局
西
湘
二

　
宮
支
局
ま
た
は
小
田
原
法

　
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
で
登
記
事
項
証
明
書

　
等
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
登
記
事
項
証
明
書
等
を
取

　
得
す
る
場
合
は
有
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課

　☎
内
線
２
３
３
６

・
西
湘
二
宮
支
局

・
小
田
原
市
役
所
サ
ー
ビ
ス

　
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
６
３
・
70
・
１
１
２
５
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窓の大きさ 窓の面積
１か所当たりの

補助額

小

中

大

0.8㎡未満

0.8㎡以上１．４㎡未満

１．４㎡以上

３万円

5万円

8万円

※工事を行う窓の面積に応じて決定します。

（同一の住宅に係る補助金の額は、３０万円を上限とします。）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

に
よ
る
町
民
の
生
活
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
住
宅

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
進

す
る
た
め
、
「
真
鶴
町
先
進

的
窓
リ
ノ
ベ
促
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。
住
宅
の
中
で

も
熱
の
出
入
り
が
大
き
い

「
窓
」
に
着
目
し
、
断
熱
性

能
の
高
い
窓
等
へ
の
改
修
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
者

　
町
内
の
住
宅
を
自
ら
所
有

　
し
、
居
住
し
て
い
る
方

◇
補
助
金
額

　
◇
補
助
対
象
製
品

　
国
が
実
施
す
る
窓
の
断
熱

改
修
に
係
る
補
助
事
業
に
お

い
て
、
断
熱
性
能
基
準
を
満

た
す
も
の
と
し
て
補
助
対
象

製
品
に
登
録
さ
れ
た
製
品

◇
交
付
条
件

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
都
市
計
画
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
締
め
切
り
日

　
12
月
25
日
ま
で

※
締
め
切
り
日
を
過
ぎ
て
か

　
ら
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
注
意
事
項

・
交
付
は
先
着
順
で
す
。

・
申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

　
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し

　
ま
す
。

・
工
事
完
了
後
の
実
績
報
告

　
は
２
０
２
７
年
２
月
28
日

　
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

　
☎
内
線
６
６
５
５

　
10
月
１
日
か
ら
、
神
奈
川

県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
が

１
２
７
９
円
(
54
円
引
き
上

げ
)
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
雇
用
形
態
や
呼

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
賃
金
は
最

低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

　
家
族
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご

　
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
時
間
外
、
休
日
労
働
に
対

　
す
る
賃
金
、
深
夜
割
増
賃

　
金

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
向
け
に
各
種
支
援

策
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
神
奈
川
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ

・
神
奈
川
労
働
局

　
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
４
５
・
２
１
１

　
・
７
３
５
４

・
神
奈
川
働
き
方
改
革
推
進

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
・
９
１
０

　
・
０
９
０

　
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
小
田
原
医
師
会

地
域
医
療
連
携
室
へ
。
医
療

の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
受

け
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
案
内

・
か
か
り
つ
け
医
、
介
護
保

　
険
の
主
治
医
、
在
宅
医
療

　
の
相
談

・
各
種
健
康
診
断
、
検
査
、

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　
の
案
内

・
医
師
に
よ
る
電
話
医
療
相

　
談
(
無
料
)
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。
原
則
予
約
制

　
で
す
の
で
、
詳
細
は
左
記

　
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
小
田
原
医
師
会

　
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
４
６
５
・
47
・
０
８
３
３

　　

　
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
等
の
健
康
診

断
は
受
け
た
も
の
の
、
「
結

果
を
見
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
」
「
生
活
習
慣
を
見
直

す
に
は
何
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

健
康
診
断
の
結
果
を
見
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　
健
康
診
断
結
果
の
見
方
な

ど
医
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。
健
診
を
受
け
て
得
す

る
人
に
な
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
健
康
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
18
日
㈬

　
13
時
〜
14
時
45
分

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

◇
対
象

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
で
特
定
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
40
歳
〜
74
歳

・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
75
歳
以
上

◇
内
容

　
医
師
講
話

「
役
立
て
よ
う
！
健
診
結
果

　
〜
健
診
で
得
す
る
人
に
な

　
る
た
め
に
〜
」

　
講
師
　
真
鶴
町
国
民
健
康

　
保
険
診
療
所
　
医
師

　
青
木
　
哲
也
　
氏

◇
定
員
　
50
名

◇
申
込
方
法

　
健
康
こ
ど
も
課
に
電
話
で

　
申
込
(
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。

筋
肉
量
・コ
ツ
コ
ツ
・

積
み
上
げ
　
健
康
長
寿

　
加
齢
や
疾
患
な
ど
に
よ
り

筋
肉
量
が
減
る
と
、
筋
力
や

身
体
の
機
能
低
下
や
免
疫
力

の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
力
が
衰
え
る
と
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
不
良

に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
な
ど
筋
肉
の
も
と
と

な
る
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
り
、

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
体
を
動
か

す
こ
と
で
筋
肉
量
を
増
や
す

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
運
動
は
身
体
に
負

担
が
か
か
る
た
め
、
体
操
な

ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
を
見
直
そ
う
！

　
日
頃
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

や
ス
ト
レ
ス
等
は
、
糖
尿
病

を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
毎
食
、
主
食(

ご
は
ん
、

め
ん
類
、
パ
ン)

、
主
菜(

肉
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
の
お
か

ず)

、
副
菜(

野
菜
、
き
の
こ
、

海
藻
、
芋
類
、
こ
ん
に
ゃ
く

の
お
か
ず)
の
あ
る
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
１
日
３

食
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ほ
ぼ

均
等
な
量
を
食
べ
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

健
康
診
断
の
結
果
、
糖
尿
病

境
界
域
ま
た
は
糖
尿
病
を
指

摘
さ
れ
た
／
空
腹
感
が
強
く

た
く
さ
ん
食
べ
る
／
の
ど
が

渇
く
／
多
飲
・
多
尿
／
目
の

か
す
み
／
体
重
が
減
る

早
期
発
見
！
早
期
治
療
！

　
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
の
乱

れ
や
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
が
関

係
し
て
発
症
し
ま
す
。
糖
尿

病
に
な
る
と
目
や
腎
臓
の
病

気
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併

症
を
発
症
し
ま
す
が
、
早
い

段
階
か
ら
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
良
好
に
保
つ
よ
う
心
が

け
れ
ば
、
合
併
症
を
予
防
し
、

進
行
を
送
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

　
10
月
13
日
に
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
様
よ
り
真

鶴
町
の
健
康
増
進
事
業
に
対

し
７
２
万
１
９
０
０
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
健
康
増
進
事
業
に

有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

https：/www.odawara.
kanagawa.med.or.jp/

健
康
診
査
結
果
説
明
会

全
国
糖
尿
病
週
間

寄
附
の
お
礼

医
療
機
関
の
案
内

窓
の
断
熱
改
修
工
事
に

最
大
30
万
円
を
補
助

神
奈
川
県
の

最
低
賃
金
が
改
正

詳しくは

こちら
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窓の大きさ 窓の面積
１か所当たりの

補助額

小

中

大

0.8㎡未満

0.8㎡以上１．４㎡未満

１．４㎡以上

３万円

5万円

8万円

※工事を行う窓の面積に応じて決定します。

（同一の住宅に係る補助金の額は、３０万円を上限とします。）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

に
よ
る
町
民
の
生
活
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
住
宅

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
進

す
る
た
め
、
「
真
鶴
町
先
進

的
窓
リ
ノ
ベ
促
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。
住
宅
の
中
で

も
熱
の
出
入
り
が
大
き
い

「
窓
」
に
着
目
し
、
断
熱
性

能
の
高
い
窓
等
へ
の
改
修
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
者

　
町
内
の
住
宅
を
自
ら
所
有

　
し
、
居
住
し
て
い
る
方

◇
補
助
金
額

　
◇
補
助
対
象
製
品

　
国
が
実
施
す
る
窓
の
断
熱

改
修
に
係
る
補
助
事
業
に
お

い
て
、
断
熱
性
能
基
準
を
満

た
す
も
の
と
し
て
補
助
対
象

製
品
に
登
録
さ
れ
た
製
品

◇
交
付
条
件

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
都
市
計
画
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
締
め
切
り
日

　
12
月
25
日
ま
で

※
締
め
切
り
日
を
過
ぎ
て
か

　
ら
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
注
意
事
項

・
交
付
は
先
着
順
で
す
。

・
申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

　
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し

　
ま
す
。

・
工
事
完
了
後
の
実
績
報
告

　
は
２
０
２
７
年
２
月
28
日

　
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

　
☎
内
線
６
６
５
５

　
10
月
１
日
か
ら
、
神
奈
川

県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
が

１
２
７
９
円
(
54
円
引
き
上

げ
)
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常

用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
雇
用
形
態
や
呼

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
賃
金
は
最

低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

　
家
族
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご

　
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
時
間
外
、
休
日
労
働
に
対

　
す
る
賃
金
、
深
夜
割
増
賃

　
金

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
向
け
に
各
種
支
援

策
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
神
奈
川
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ

・
神
奈
川
労
働
局

　
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
４
５
・
２
１
１

　
・
７
３
５
４

・
神
奈
川
働
き
方
改
革
推
進

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
・
９
１
０

　
・
０
９
０

　
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
小
田
原
医
師
会

地
域
医
療
連
携
室
へ
。
医
療

の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
受

け
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
案
内

・
か
か
り
つ
け
医
、
介
護
保

　
険
の
主
治
医
、
在
宅
医
療

　
の
相
談

・
各
種
健
康
診
断
、
検
査
、

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

　
の
案
内

・
医
師
に
よ
る
電
話
医
療
相

　
談
(
無
料
)
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。
原
則
予
約
制

　
で
す
の
で
、
詳
細
は
左
記

　
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
小
田
原
医
師
会

　
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
４
６
５
・
47
・
０
８
３
３

　　

　
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
等
の
健
康
診

断
は
受
け
た
も
の
の
、
「
結

果
を
見
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
」
「
生
活
習
慣
を
見
直

す
に
は
何
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

健
康
診
断
の
結
果
を
見
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　
健
康
診
断
結
果
の
見
方
な

ど
医
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。
健
診
を
受
け
て
得
す

る
人
に
な
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
健
康
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
18
日
㈬

　
13
時
〜
14
時
45
分

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

◇
対
象

・
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
で
特
定
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
40
歳
〜
74
歳

・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

　
受
診
し
た
75
歳
以
上

◇
内
容

　
医
師
講
話

「
役
立
て
よ
う
！
健
診
結
果

　
〜
健
診
で
得
す
る
人
に
な

　
る
た
め
に
〜
」

　
講
師
　
真
鶴
町
国
民
健
康

　
保
険
診
療
所
　
医
師

　
青
木
　
哲
也
　
氏

◇
定
員
　
50
名

◇
申
込
方
法

　
健
康
こ
ど
も
課
に
電
話
で

　
申
込
(
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

　
11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
は
、

全
国
糖
尿
病
週
間
で
す
。

筋
肉
量
・コ
ツ
コ
ツ
・

積
み
上
げ
　
健
康
長
寿

　
加
齢
や
疾
患
な
ど
に
よ
り

筋
肉
量
が
減
る
と
、
筋
力
や

身
体
の
機
能
低
下
や
免
疫
力

の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
筋
力
が
衰
え
る
と
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
不
良

に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
な
ど
筋
肉
の
も
と
と

な
る
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
り
、

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
体
を
動
か

す
こ
と
で
筋
肉
量
を
増
や
す

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
運
動
は
身
体
に
負

担
が
か
か
る
た
め
、
体
操
な

ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
を
見
直
そ
う
！

　
日
頃
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

や
ス
ト
レ
ス
等
は
、
糖
尿
病

を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
毎
食
、
主
食(

ご
は
ん
、

め
ん
類
、
パ
ン)

、
主
菜(

肉
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
の
お
か

ず)

、
副
菜(

野
菜
、
き
の
こ
、

海
藻
、
芋
類
、
こ
ん
に
ゃ
く

の
お
か
ず)

の
あ
る
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
１
日
３

食
、
決
ま
っ
た
時
間
に
ほ
ぼ

均
等
な
量
を
食
べ
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

健
康
診
断
の
結
果
、
糖
尿
病

境
界
域
ま
た
は
糖
尿
病
を
指

摘
さ
れ
た
／
空
腹
感
が
強
く

た
く
さ
ん
食
べ
る
／
の
ど
が

渇
く
／
多
飲
・
多
尿
／
目
の

か
す
み
／
体
重
が
減
る

早
期
発
見
！
早
期
治
療
！

　
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
の
乱

れ
や
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
が
関

係
し
て
発
症
し
ま
す
。
糖
尿

病
に
な
る
と
目
や
腎
臓
の
病

気
、
神
経
障
害
な
ど
の
合
併

症
を
発
症
し
ま
す
が
、
早
い

段
階
か
ら
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
良
好
に
保
つ
よ
う
心
が

け
れ
ば
、
合
併
症
を
予
防
し
、

進
行
を
送
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

　
10
月
13
日
に
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社
様
よ
り
真

鶴
町
の
健
康
増
進
事
業
に
対

し
７
２
万
１
９
０
０
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
健
康
増
進
事
業
に

有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
５
４
４

https：/www.odawara.
kanagawa.med.or.jp/

健
康
診
査
結
果
説
明
会

全
国
糖
尿
病
週
間

寄
附
の
お
礼

医
療
機
関
の
案
内

窓
の
断
熱
改
修
工
事
に

最
大
30
万
円
を
補
助

神
奈
川
県
の

最
低
賃
金
が
改
正

詳しくは

こちら
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子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
25
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階

　
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
内

◇
内
容

　
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

　
か
せ
等

◇
予
約
制

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
事
前
申

　
込
み

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

　
対
象
は
、
就
学
前
10
月
、

　
11
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

　
お
も
ち
ゃ
を
大
切
に
し
た

い
。
そ
ん
な
想
い
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
〝
お
も
ち
ゃ
の

お
医
者
さ
ん
〟
が
い
ま
す
。 

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ
ん
が

無
料
で
修
理
し
ま
す
！
お
子

さ
ん
が
好
き
な
お
も
ち
ゃ
だ

け
ど
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
修
理
し
て
ほ
し
い
等
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
11
時
30
分
〜
正
午

◇
今
年
度
の
実
施
日 

・
11
月
11
日
㈬

・
12
月
９
日
㈬

・
２
０
２
７
年
１
月
13
日
㈬

・
２
月
10
日
㈬

・
３
月
10
日
㈬ 

◇
会
場

　
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階

　
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば

◇
そ
の
他

・
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ

　
は
、
翌
月
の
開
設
日
に
お

　
返
し
し
ま
す
。

・
壊
れ
た
部
品
や
セ
ッ
ト
に

　
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
全

　
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
電
子
ゲ
ー
ム
機
は
、
修
理

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

　
１
８
９
(
い
ち
は
や
く
)

　
気
づ
い
た
あ
な
た
に

　
で
き
る
こ
と

<
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童

虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
標
語
２
０
２
６
年
度
最
優

秀
作
品 

>

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社

会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
期
間
中
に
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
な
ど
種
々
な
取
組
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
」
と

思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
「
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル

１

８

９

(

い

ち

は

や

く
)
」
、
ま
た
は
、
町
や
小

田
原
児
童
相
談
所
へ
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

・
小
田
原
児
童
相
談
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

長
時
間
視
聴
が
脳
の
発
達
や

言
葉
の
遅
れ
、
生
活
リ
ズ
ム

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

未
就
学
の
頃
か
ら
ス
マ
ホ
依

存
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
12
月
12
日
㈯

　
10
時
〜
11
時
30
分

◇
会
場

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
・
講
堂

◇
対
象

　
２
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
と
そ
の
保
護
者
優
先
(
定

　
員
40
名
)

※
そ
の
年
齢
以
外
の
参
加
は

　
先
着
順
で
応
相
談

※
真
鶴
町
民
の
参
加
状
況
に

　
よ
り
、
真
鶴
町
在
勤
の
保

　
護
者
と
そ
の
子
ど
も
も
受

　
付
可
能

◇
申
込
方
法

・
教
育
委
員
会
で
申
込

・
町
内
幼
稚
園
、
保
育
園
、

　
小
学
校
を
通
し
て
申
込

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切

　
11
月
27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
☎
内
線
６
７
１
０

　
真
鶴
町
に
移
住
し
町
内
で

ラ
ー
メ
ン
店
「
伊
藤
商
店
」

を
営
む
デ
ビ
ッ
ト
伊
東
さ
ん

が
、
「
真
鶴
へ
の
恩
返
し
」

を
テ
ー
マ
に
企
画
・
初
監
督

を
務
め
た
作
品
、
映
画
「
ど

ん
ぶ
り
と
れ
ん
げ
」
の
公
開

日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
撮
影
は
真
鶴
町
内
で
行
わ

れ
、
町
の
風
景
や
歴
史
、
祭

り
の
魅
力
が
作
品
の
随
所
に

登
場
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
完
成
し
た
、

真
鶴
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
映
画

で
す
。

◇
公
開
日

　
２
０
２
７
年
２
月
26
日
㈮

　
池
袋
シ
ネ
マ
・
ロ
サ

　
ほ
か
順
次
全
国
公
開
予
定

◇
内
容

　
東
京
で
俳
優
に
な
る
夢
を

追
っ
て
い
た
青
年
・
達
也
が

故
郷
・
真
鶴
へ
戻
り
、
ラ
ー

メ
ン
店
を
任
さ
れ
る
中
で
、

幼
な
じ
み
や
町
の
人
々
、
そ

し
て
謎
の
男
と
の
出
会
い
を

通
し
て
成
長
し
て
い
く
物
語
。

◇
出
演
者

　
室
龍
太
、

　
デ
ビ
ッ
ト
伊
東 

他

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
６
６
０
５

　
海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭
　

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
14
日
㈯

　
10
時
〜(

荒
天
中
止)

◇
会
場
　
真
鶴
港

◇
内
容

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６

　
真
鶴
な
ら
で
は
の
海
の
上

(
台
船
)
で
の
演
舞
が
見
所
。

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
開
会
式

　
11
時
25
分
〜
50
分

・
流
し
演
舞
　
11
時
55
分
〜

・
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
に
よ
る

　
演
舞
　
12
時
40
分
〜

・
定
点
演
舞
　
12
時
55
分
〜

・
フ
ラ
フ
シ
ョ
ー

　
16
時
15
分
〜

・
閉
会
式
・
表
彰
式

　
16
時
45
分
〜

※
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
５
分
程
度

　
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

豊
漁
豊
作
市

　
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

各
種
店
舗
の
出
店

　
10
時
〜
17
時
30
分

◇
協
賛
金
も
募
集
中

　
１
口
　
１
０
０
０
円

　
役
場
産
業
観
光
課
、
観
光

協
会
、
商
工
会
に
て
受
付
中
。

小
さ
な
力
も
集
ま
れ
ば
大
き

く
な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭
実

　
行
委
員
会(

産
業
観
光
課)

　
☎
内
線
６
６
１
０

　
第
５
回
真
鶴
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
・

牧
岡
努
氏
の
再
任
が
同
意
さ

れ
、
10
月
12
日
に
教
育
委
員

に
再
任
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
☎
内
線
６
７
０
５

◇
開
催
予
定
日

　
11
月
25
日
㈬
、
26
日
㈭
、

　
12
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮

※
正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

◇
傍
聴
方
法

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
議
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
中
継
を
い
た
し
ま
す
。
ラ

　
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー

　
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
６
８
０
５

牧岡 努 氏
まきおか　つとむ

映
画
「
ど
ん
ぶ
り
と
れ
ん
げ
」

公
開
決
定
！

海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
〜
12
月
議
会
定
例
会
〜

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば

お
も
ち
ゃ
病
院

子
育
て
学
級
第
２
回
子
ど

も
の
ス
マ
ホ
依
存
症
予
防

教
育
委
員
会
委
員
の
再
任

先行告知用の
ポスターができました「どんぶりとれんげ」

公式Instagram

「どんぶりとれんげ」

公式X
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子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
25
日
㈬

　
10
時
〜
11
時

◇
会
場

　
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階

　
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
内

◇
内
容

　
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

　
か
せ
等

◇
予
約
制

　
健
康
こ
ど
も
課
へ
事
前
申

　
込
み

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

　
対
象
は
、
就
学
前
10
月
、

　
11
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

　
お
も
ち
ゃ
を
大
切
に
し
た

い
。
そ
ん
な
想
い
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
〝
お
も
ち
ゃ
の

お
医
者
さ
ん
〟
が
い
ま
す
。 

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ
ん
が

無
料
で
修
理
し
ま
す
！
お
子

さ
ん
が
好
き
な
お
も
ち
ゃ
だ

け
ど
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
修
理
し
て
ほ
し
い
等
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
11
時
30
分
〜
正
午

◇
今
年
度
の
実
施
日 

・
11
月
11
日
㈬

・
12
月
９
日
㈬

・
２
０
２
７
年
１
月
13
日
㈬

・
２
月
10
日
㈬

・
３
月
10
日
㈬ 

◇
会
場

　
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階

　
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば

◇
そ
の
他

・
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ

　
は
、
翌
月
の
開
設
日
に
お

　
返
し
し
ま
す
。

・
壊
れ
た
部
品
や
セ
ッ
ト
に

　
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
全

　
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
電
子
ゲ
ー
ム
機
は
、
修
理

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

　
１
８
９
(
い
ち
は
や
く
)

　
気
づ
い
た
あ
な
た
に

　
で
き
る
こ
と

<
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童

虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
標
語
２
０
２
６
年
度
最
優

秀
作
品 

>

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年

11
月
に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社

会
全
般
に
わ
た
り
、
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
期
間
中
に
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
な
ど
種
々
な
取
組
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
」
と

思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
「
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル

１

８

９

(

い

ち

は

や

く
)
」
、
ま
た
は
、
町
や
小

田
原
児
童
相
談
所
へ
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
６
４
５
５

・
小
田
原
児
童
相
談
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

長
時
間
視
聴
が
脳
の
発
達
や

言
葉
の
遅
れ
、
生
活
リ
ズ
ム

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

未
就
学
の
頃
か
ら
ス
マ
ホ
依

存
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
12
月
12
日
㈯

　
10
時
〜
11
時
30
分

◇
会
場

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
・
講
堂

◇
対
象

　
２
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
と
そ
の
保
護
者
優
先
(
定

　
員
40
名
)

※
そ
の
年
齢
以
外
の
参
加
は

　
先
着
順
で
応
相
談

※
真
鶴
町
民
の
参
加
状
況
に

　
よ
り
、
真
鶴
町
在
勤
の
保

　
護
者
と
そ
の
子
ど
も
も
受

　
付
可
能

◇
申
込
方
法

・
教
育
委
員
会
で
申
込

・
町
内
幼
稚
園
、
保
育
園
、

　
小
学
校
を
通
し
て
申
込

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
締
切

　
11
月
27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
☎
内
線
６
７
１
０

　
真
鶴
町
に
移
住
し
町
内
で

ラ
ー
メ
ン
店
「
伊
藤
商
店
」

を
営
む
デ
ビ
ッ
ト
伊
東
さ
ん

が
、
「
真
鶴
へ
の
恩
返
し
」

を
テ
ー
マ
に
企
画
・
初
監
督

を
務
め
た
作
品
、
映
画
「
ど

ん
ぶ
り
と
れ
ん
げ
」
の
公
開

日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
撮
影
は
真
鶴
町
内
で
行
わ

れ
、
町
の
風
景
や
歴
史
、
祭

り
の
魅
力
が
作
品
の
随
所
に

登
場
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
完
成
し
た
、

真
鶴
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
映
画

で
す
。

◇
公
開
日

　
２
０
２
７
年
２
月
26
日
㈮

　
池
袋
シ
ネ
マ
・
ロ
サ

　
ほ
か
順
次
全
国
公
開
予
定

◇
内
容

　
東
京
で
俳
優
に
な
る
夢
を

追
っ
て
い
た
青
年
・
達
也
が

故
郷
・
真
鶴
へ
戻
り
、
ラ
ー

メ
ン
店
を
任
さ
れ
る
中
で
、

幼
な
じ
み
や
町
の
人
々
、
そ

し
て
謎
の
男
と
の
出
会
い
を

通
し
て
成
長
し
て
い
く
物
語
。

◇
出
演
者

　
室
龍
太
、

　
デ
ビ
ッ
ト
伊
東 

他

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
６
６
０
５

　
海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭
　

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
14
日
㈯

　
10
時
〜(

荒
天
中
止)

◇
会
場
　
真
鶴
港

◇
内
容

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６

　
真
鶴
な
ら
で
は
の
海
の
上

(
台
船
)
で
の
演
舞
が
見
所
。

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
開
会
式

　
11
時
25
分
〜
50
分

・
流
し
演
舞
　
11
時
55
分
〜

・
ひ
な
づ
る
幼
稚
園
に
よ
る

　
演
舞
　
12
時
40
分
〜

・
定
点
演
舞
　
12
時
55
分
〜

・
フ
ラ
フ
シ
ョ
ー

　
16
時
15
分
〜

・
閉
会
式
・
表
彰
式

　
16
時
45
分
〜

※
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
５
分
程
度

　
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

豊
漁
豊
作
市

　
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

各
種
店
舗
の
出
店

　
10
時
〜
17
時
30
分

◇
協
賛
金
も
募
集
中

　
１
口
　
１
０
０
０
円

　
役
場
産
業
観
光
課
、
観
光

協
会
、
商
工
会
に
て
受
付
中
。

小
さ
な
力
も
集
ま
れ
ば
大
き

く
な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭
実

　
行
委
員
会(

産
業
観
光
課)

　
☎
内
線
６
６
１
０

　
第
５
回
真
鶴
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
・

牧
岡
努
氏
の
再
任
が
同
意
さ

れ
、
10
月
12
日
に
教
育
委
員

に
再
任
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
☎
内
線
６
７
０
５

◇
開
催
予
定
日

　
11
月
25
日
㈬
、
26
日
㈭
、

　
12
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮

※
正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

◇
傍
聴
方
法

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
議
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
中
継
を
い
た
し
ま
す
。
ラ

　
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー

　
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
６
８
０
５

牧岡 努 氏
まきおか　つとむ

映
画
「
ど
ん
ぶ
り
と
れ
ん
げ
」

公
開
決
定
！

海
の
ま
ち
豊
漁
豊
作
祭

真
鶴
よ
さ
こ
い
大
漁

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
〜
12
月
議
会
定
例
会
〜

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば

お
も
ち
ゃ
病
院

子
育
て
学
級
第
２
回
子
ど

も
の
ス
マ
ホ
依
存
症
予
防

教
育
委
員
会
委
員
の
再
任

先行告知用の
ポスターができました「どんぶりとれんげ」

公式Instagram

「どんぶりとれんげ」

公式X
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●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　 

校
生
徒
(推
薦
)

◇
応
募
資
格

　
男
子
で
中
卒
(
見
込
含
)

　
17
歳
未
満
の
者
　
　

　
推
薦
に
つ
い
て
は
中
学
校

　
長
の
推
薦
等
が
別
途
必
要
。

◇
受
付
期
間

　
10
月
１
日
㈭
〜
11
月
27
日
㈮

◇
試
験
期
日

　
１
月
９
日
㈯
〜
11
日
㈪

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学  

　 

校
生
徒(

一
般
)

◇
応
募
資
格

　
男
子
で
中
卒
(
見
込
含
)

　
17
歳
未
満
の
者
　
　
　
　

◇
受
付
期
間

　
10
月
１
日
㈭
〜
１
月
14
日
㈭ 

◇
試
験
期
日

　
第
１
次
試
験
　

　
１
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
第
２
次
試
験
　

　
２
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

◇
教
育
お
よ
び
卒
業
資
格
　 

　 

【共
通
】

　
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学

　
し
、
生
徒
課
程
修
了
時
に

　
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

　
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
身
分
は
特
別
職
国
家

　
公
務
員
(
生
徒
)
で
、
手

　
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら

　
高
等
学
校
教
育
等
を
受
け

　
る
制
度
で
す
。

●
２
等
陸
海
空
士
(
任
期
制
　 

　 
自
衛
官
)　

　
通
年
、
募
集
を
実
施
し
て

　
い
ま
す
。

●
一
般
曹
候
補
生
募
集

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◇
受
付
期
間

　
９
月
15
日
㈫
〜
11
月
22
日
㈰

◇
試
験
期
日

　
第
３
回
　
第
１
次
試
験
　

　
11
月
28
日
㈯
〜
12
月
６
日
㈰

　
第
３
回
　
第
２
次
試
験
　

　
１
月
７
日
㈭
〜
13
日
㈬

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力

　
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

　
小
田
原
市
栄
町
１-

14-

９

　
Ｎ
Ｔ
ビ
ル
３
Ｆ

☎
０
４
６
５
・
24
・
３
０
８
０

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
２
０
２
６
年
中

(

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日)

に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
(
２

０
２
６
年
中
に
納
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年

度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
)
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

は
、e

-
T
a
x

で
利
用
で
き
る

電
子
版
交
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ

グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」

で
電
子
版
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
登
録
を
す

る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
)

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３

　
・
０
０
４

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
公
正
で
明
る
い
選
挙
の

啓
発
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◇
活
動
内
容

・
事
業
計
画
に
基
づ
き
常
時

　
選
挙
啓
発

・
選
挙
の
際
、
街
頭
啓
発
や

　
投
票
立
会
人
の
従
事
協
力

◇
活
動
内
容

　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

　
で
、
中
立
・
公
正
な
立
場

　
で
活
動
で
き
る
方

◇
応
募
方
法

　
入
会
申
込
書
を
提
出

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

　
は
役
場
２
階
選
挙
管

　
理
委
員
会

　
で
お
渡
し

■
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

　
(
総
務
防
災
課
内
)

　
☎
内
線
６
２
５
５

　
県
西
地
域
の
特
性
に
惹
か

れ
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
地

場
産
業
を
営
む
方
々
の
事
例

を
通
じ
て
、
生
業
の
愉
し
み

や
課
題
に
触
れ
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
黒
岩

知
事
と
意
見
交
換
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時
　
12
月
11
日
㈮

　
16
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場
　
小
田
原
合
同
庁
舎

◇
テ
ー
マ

　
私
が
選
ん
だ
生
業
で
地
域

　
を
豊
か
に
〜
未
病
の
戦
略

　
的
エ
リ
ア
で
実
現
さ
せ
た

　
私
の
挑
戦
〜

◇
定
員
　
１
５
０
人

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
県
Ｈ
Ｐ
か
ら

　
12
月
４
日
㈮
ま
で
に
申
込

 (

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

　
タ
ー
企
画
調
整
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
３

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
11
月
19
日
㈭

　
９
時
〜
11
時

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
12
月
１
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
11
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
・

　
12
月
10
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
11
月
26
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
11
月
26
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
前
日
ま
で
に
電
話
申
込

(
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
前
日

　
の
16
時
ま
で
)

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
７
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
４
)

公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成

年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

小
田
原
西
地
区
に
よ
る
無
料

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
28
日
㈯
13
時
〜
15
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
６
５
２
０

※詳しい内容や、
申込方法は県ＨＰ
をご確認ください。

秋の火災予防運動

2026年度全国統一防火標語「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

11月９日(月)～11月15日(日)

リチウムイオン蓄電池からの火災を防ぎましょう

 近年、リチウムイオン蓄電池（モバイルバッテリーや電動工具用バッテリー等）からの発火による

火災が著しく増加しています。電化製品の使用中や充電中の火災を始め、蓄電池の誤った廃棄

方法によるゴミ収集車やゴミ処理施設での火災等を防ぐため、次の点に注意しましょう。

● 取扱説明書をよく確認する

● 衝撃を与えないよう使用し、みだりに分解しない

● 純正のバッテリーを使用する

● 充電の際は不燃性のケースに入れる等をして充電する

● 充電電圧を確認し、バッテリーと同一メーカーの充電器で充電する

● 膨張した、充電できない、バッテリーの減りが早い、充電中に熱くなる等の

    異常がある場合は使用や充電をやめ、メーカーや販売店に相談する

● かばんの中など、熱がこもりやすい環境での使用を控える

● 万が一の被害を防ぐため、不燃性のケース等に収納する

● 処分の際も製品の取扱説明書と町のごみ回収方法をよく確認する

万が一発火した場合は、
火花が収まってから消火
器や大量の水で消火し、
同時に119番通報をして
ください。

https://www.town.manazuru.kanagawa.jp/
soshiki/senkyokanri/secretariat/1196.html

■湯河原町消防本部

警防課予防係☎60-0177

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
等
募
集

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

行
政
書
士
無
料
相
談
会

黒
岩
知
事
と
県
民
と
の

「対
話
の
広
場
」県
西
会
場

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
員
募
集
中
で
す
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●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　 

校
生
徒
(推
薦
)

◇
応
募
資
格

　
男
子
で
中
卒
(
見
込
含
)

　
17
歳
未
満
の
者
　
　

　
推
薦
に
つ
い
て
は
中
学
校

　
長
の
推
薦
等
が
別
途
必
要
。

◇
受
付
期
間

　
10
月
１
日
㈭
〜
11
月
27
日
㈮

◇
試
験
期
日

　
１
月
９
日
㈯
〜
11
日
㈪

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学  

　 

校
生
徒(

一
般
)

◇
応
募
資
格

　
男
子
で
中
卒
(
見
込
含
)

　
17
歳
未
満
の
者
　
　
　
　

◇
受
付
期
間

　
10
月
１
日
㈭
〜
１
月
14
日
㈭ 

◇
試
験
期
日

　
第
１
次
試
験
　

　
１
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
第
２
次
試
験
　

　
２
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

◇
教
育
お
よ
び
卒
業
資
格
　 

　 

【共
通
】

　
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学

　
し
、
生
徒
課
程
修
了
時
に

　
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

　
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
身
分
は
特
別
職
国
家

　
公
務
員
(
生
徒
)
で
、
手

　
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら

　
高
等
学
校
教
育
等
を
受
け

　
る
制
度
で
す
。

●
２
等
陸
海
空
士
(
任
期
制
　 

　 

自
衛
官
)　

　
通
年
、
募
集
を
実
施
し
て

　
い
ま
す
。

●
一
般
曹
候
補
生
募
集

◇
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◇
受
付
期
間

　
９
月
15
日
㈫
〜
11
月
22
日
㈰

◇
試
験
期
日

　
第
３
回
　
第
１
次
試
験
　

　
11
月
28
日
㈯
〜
12
月
６
日
㈰

　
第
３
回
　
第
２
次
試
験
　

　
１
月
７
日
㈭
〜
13
日
㈬

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

　
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力

　
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

　
小
田
原
市
栄
町
１-

14-

９

　
Ｎ
Ｔ
ビ
ル
３
Ｆ

☎
０
４
６
５
・
24
・
３
０
８
０

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
２
０
２
６
年
中

(

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日)

に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
(
２

０
２
６
年
中
に
納
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年

度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
)
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
(
国
民
年

金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」

は
、e

-
T
a
x

で
利
用
で
き
る

電
子
版
交
付
も
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ

グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
」

で
電
子
版
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
登
録
を
す

る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
)

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３

　
・
０
０
４

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
公
正
で
明
る
い
選
挙
の

啓
発
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◇
活
動
内
容

・
事
業
計
画
に
基
づ
き
常
時

　
選
挙
啓
発

・
選
挙
の
際
、
街
頭
啓
発
や

　
投
票
立
会
人
の
従
事
協
力

◇
活
動
内
容

　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

　
で
、
中
立
・
公
正
な
立
場

　
で
活
動
で
き
る
方

◇
応
募
方
法

　
入
会
申
込
書
を
提
出

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

　
は
役
場
２
階
選
挙
管

　
理
委
員
会

　
で
お
渡
し

■
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

　
(
総
務
防
災
課
内
)

　
☎
内
線
６
２
５
５

　
県
西
地
域
の
特
性
に
惹
か

れ
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
地

場
産
業
を
営
む
方
々
の
事
例

を
通
じ
て
、
生
業
の
愉
し
み

や
課
題
に
触
れ
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
黒
岩

知
事
と
意
見
交
換
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時
　
12
月
11
日
㈮

　
16
時
30
分
〜
18
時

◇
会
場
　
小
田
原
合
同
庁
舎

◇
テ
ー
マ

　
私
が
選
ん
だ
生
業
で
地
域

　
を
豊
か
に
〜
未
病
の
戦
略

　
的
エ
リ
ア
で
実
現
さ
せ
た

　
私
の
挑
戦
〜

◇
定
員
　
１
５
０
人

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
県
Ｈ
Ｐ
か
ら

　
12
月
４
日
㈮
ま
で
に
申
込

 (

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

　
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン

　
タ
ー
企
画
調
整
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
９
０
３

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
11
月
19
日
㈭

　
９
時
〜
11
時

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
12
月
１
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
11
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
・

　
12
月
10
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
11
月
26
日
㈭

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
11
月
26
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
前
日
ま
で
に
電
話
申
込

(
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
前
日

　
の
16
時
ま
で
)

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
７
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
４
)

公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成

年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

小
田
原
西
地
区
に
よ
る
無
料

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　
11
月
28
日
㈯
13
時
〜
15
時

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言

　
な
ど

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
６
５
２
０

※詳しい内容や、
申込方法は県ＨＰ
をご確認ください。

秋の火災予防運動

2026年度全国統一防火標語「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

11月９日(月)～11月15日(日)

リチウムイオン蓄電池からの火災を防ぎましょう

 近年、リチウムイオン蓄電池（モバイルバッテリーや電動工具用バッテリー等）からの発火による

火災が著しく増加しています。電化製品の使用中や充電中の火災を始め、蓄電池の誤った廃棄

方法によるゴミ収集車やゴミ処理施設での火災等を防ぐため、次の点に注意しましょう。

● 取扱説明書をよく確認する

● 衝撃を与えないよう使用し、みだりに分解しない

● 純正のバッテリーを使用する

● 充電の際は不燃性のケースに入れる等をして充電する

● 充電電圧を確認し、バッテリーと同一メーカーの充電器で充電する

● 膨張した、充電できない、バッテリーの減りが早い、充電中に熱くなる等の

    異常がある場合は使用や充電をやめ、メーカーや販売店に相談する

● かばんの中など、熱がこもりやすい環境での使用を控える

● 万が一の被害を防ぐため、不燃性のケース等に収納する

● 処分の際も製品の取扱説明書と町のごみ回収方法をよく確認する

万が一発火した場合は、
火花が収まってから消火
器や大量の水で消火し、
同時に119番通報をして
ください。

https://www.town.manazuru.kanagawa.jp/
soshiki/senkyokanri/secretariat/1196.html

■湯河原町消防本部

警防課予防係☎60-0177

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
等
募
集

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

行
政
書
士
無
料
相
談
会

黒
岩
知
事
と
県
民
と
の

「対
話
の
広
場
」県
西
会
場

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
員
募
集
中
で
す
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あ
な
た
の
お
住
ま
い
に
は

湯河原町消防本部からのお知らせ

設
置
さ
れ
て

     

い
ま
す
か
？

　消
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
早
期

発
見
に
大
変
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
、
大
切

な
家
族
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

役場職員、消防職員、消防団員が訪問販売す

ることはありません。また、消防本部が特定

の業者に販売を委託することはありません。

悪徳訪問販売に注意

は

●　住まいの耐震性を確保する。

●　家具等の転倒防止固定をする。

●　感震ブレーカーを設置する。

●　暖房機器の周りや上に燃えやす　

　　 いものを置かない。

●　住宅用消火器等を設置する。

●　住宅用火災警報器を設置する。

地震が発生した際、津波や建物の倒壊の他にも火災の発生危険が潜んでいます。

次のように地震火災対策をしましょう。

電気機器、石油機器、ガス機器

を使用する前に、機器や配線に

破損がないこと、燃えるものが

周りにないことを確認する。

再通電後しばらくは電気機器に

煙やにおい等の異常がないか注

意を払う。

事前対策 地震直後

停電中は電気機器のスイッチを  

切ってコンセントからプラグを抜  

き、避難の際にブレーカーを落

とす。（感震ブレーカーがあれば

自動で落ちる。）

石油ストーブ等からの油漏れを

確認する。

しばらくして

住
宅
用

 

火
災
警
報
器

●　

●　

●　

●　

販売している場所 設置する場所

煙感知式の住宅用火災警報器を全ての

寝室と階段の上部（２階以上に寝室とし

て使用する部屋がある場合）に取り付け

ます。アパートや職員寮などの共同住宅

で、設置して良いか分からない場合は、

建物の所有者などに相談してください。

　なお、台所や居室への設置義務はあり

ませんが、設置するとより安全です。

ホームセンター、防災用品店、電気

店、家電量販店などで販売してい

ます。また警報器のリースをする業

者もあります。

住宅用火災警報器に内蔵されてい

る電池の寿命は約10年と言われて

います。設置している住宅用火災

警報器が、火災でない時に鳴動し

たり、ランプが点滅した

場合には、電池の容量

が少なくなっているサイ

ンかもしれません。定期

的に点検しましょう。

電池切れに注意

住宅用火災警報器は、寝室などの天井

や壁面に、ビスなどで簡単に取り付け

できます。ご自身で設置・交換ができな

い場合は、消防職員が取り付けの支援

をしますので、気軽に相談してください。

設置・交換を支援します

住
宅
用

 

火
災
警
報
器

地震火災対策

地震発生からの行動

湯河原町消防本部警防課予防係　☎0465-60-0177

応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

真
鶴
　
歌
声
の
会

　

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏
で
、

唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気
に
歌

い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
12
日
㈭

　
14
時
〜
15
時
30
分

　
(
受
付
　
13
時
40
分
〜
)

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室

◇
会
費

　
５
０
０
円

◇
申
込
　

　
事
前
予
約
制

　
左
記
ま
で
電
話
で
申
込
み
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　真
鶴
歌
声
の
会

☎
０
８
０
・
１
１
３
８

　
・
５
３
１
７
(
ミ
ヤ
ザ
ワ
)

メ
レ
ま
な
づ
る

～
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
～

　毎
月
１
回
発
声
練
習
や
楽
し
い

歌
を
歌
っ
て
い
る
「
メ
レ
ま
な
づ

る
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
合
唱
の

他
、
地
域
の
方
々
の
楽
器
や
歌
の

発
表
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

◇
日
時

　
11
月
15
日
㈰
　
13
時
開
演  

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴
１
階

◇
費
用

　
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

　gute_0323@yahoo.co.jp

真
鶴
音
楽
忘
年
会

　
近
隣
の
音
楽
仲
間
が
集
ま
っ
て

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
ポ
ッ
プ
ス
を

披
露
し
ま
す
。

　
お
酒
や
料
理
は
な
い
け
れ
ど
、

お
い
し
い
音
楽
を
ご
馳
走
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
入
場
無
料
(
ど
な
た
で
も
)

◇
日
時

　
11
月
29
日
㈰
　
13
時
開
場

　
13
時
30
分
開
演

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
　
講
堂
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会

☎
０
８
０
・
１
１
３
８

　
・
５
３
１
７
(
ミ
ヤ
ザ
ワ
)

足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
も
り
っ
こ
２
デ
イ
ズ
②
】

　作
っ
て
、
遊
ん
で
、
食
べ
て
、

親
子
で
冬
キ
ャ
ン
プ
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

◇
日
時

　
１
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰  

◇
場
所

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
　

　
(
現
地
集
合
・
解
散
)

◇
対
象

　
幼
児
(
３
歳
〜
未
就
学
児
)

　
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

　25
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

◇
費
用

　
中
学
生
以
上
７
５
０
０
円

　
３
歳
以
上
〜
未
就
学
児

　
５
５
０
０
円

◇
申
込
期
間

　

　11
月
５
日
㈭
〜
12
月
11
日
㈮

◇
応
募
方
法

　

【
Ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
・
キ
ッ
チ
ン
③
]

　近
隣
の
畑
で
旬
の
野
菜
を
収
穫

し
て
、
採
れ
た
て
野
菜
を
み
ん
な

で
野
外
炊
事
を
し
て
お
い
し
く
食

べ
ま
す
。
今
回
の
野
菜
は
「
大

根
」
と
「
白
菜
」
を
予
定
！

◇
日
時

　
１
月
30
日
㈯

◇
場
所

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
　

　
(
現
地
集
合
・
解
散
)

◇
対
象

　
家
族
・
親
子

◇
定
員

　35
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

◇
費
用

　
中
学
生
以
上
１
９
０
０
円

　
３
歳
〜
小
学
生
１
６
０
０
円

◇
申
込
期
間

　

　11
月
５
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈮

◇
応
募
方
法

■
問
い
合
わ
せ

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村

☎
０
４
６
５
・
72
・
２
０
１
０

岩
海
岸
ど
ん
ど
焼
き
の
予
定

【
竹
切
り
・
や
ぐ
ら
組
み
】

◇
実
施
予
定
日

　
１
月
10
日
㈰

　(

予
備
日 

１
月
11
日
㈪
)

◇
実
施
場
所

　岩
海
岸

◇
集
合
時
間

　８
時
30
分

【
ど
ん
ど
焼
き
】

◇
実
施
予
定
日

 
１
月
16
日
㈯ 

　(

予
備
日 

１
月
23
日
㈯
)

◇
実
施
場
所

　岩
海
岸

◇
点
灯
予
定

　13
時
30
分

◇
そ
の
他
の
行
事

・
岩
囃
子
保
存
会
の
子
ど
も
た
　 

　
ち
に
よ
る
岩
囃
子
演
奏

・
甘
酒
、
お
汁
粉
、
子
ど
も
た
　

　
ち
へ
駄
菓
子
の
提
供

◇
主
催

　
岩
海
岸
ど
ん
ど
焼
き
実
行
委
　

　
員
会
・
岩
道
祖
神
保
存
会
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あ
な
た
の
お
住
ま
い
に
は

湯河原町消防本部からのお知らせ

設
置
さ
れ
て

     

い
ま
す
か
？

　消
防
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
早
期

発
見
に
大
変
有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て

い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
、
大
切

な
家
族
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

役場職員、消防職員、消防団員が訪問販売す

ることはありません。また、消防本部が特定

の業者に販売を委託することはありません。

悪徳訪問販売に注意

は

●　住まいの耐震性を確保する。

●　家具等の転倒防止固定をする。

●　感震ブレーカーを設置する。

●　暖房機器の周りや上に燃えやす　

　　 いものを置かない。

●　住宅用消火器等を設置する。

●　住宅用火災警報器を設置する。

地震が発生した際、津波や建物の倒壊の他にも火災の発生危険が潜んでいます。

次のように地震火災対策をしましょう。

電気機器、石油機器、ガス機器

を使用する前に、機器や配線に

破損がないこと、燃えるものが

周りにないことを確認する。

再通電後しばらくは電気機器に

煙やにおい等の異常がないか注

意を払う。

事前対策 地震直後

停電中は電気機器のスイッチを  

切ってコンセントからプラグを抜  

き、避難の際にブレーカーを落

とす。（感震ブレーカーがあれば

自動で落ちる。）

石油ストーブ等からの油漏れを

確認する。

しばらくして

住
宅
用

 

火
災
警
報
器

●　

●　

●　

●　

販売している場所 設置する場所

煙感知式の住宅用火災警報器を全ての

寝室と階段の上部（２階以上に寝室とし

て使用する部屋がある場合）に取り付け

ます。アパートや職員寮などの共同住宅

で、設置して良いか分からない場合は、

建物の所有者などに相談してください。

　なお、台所や居室への設置義務はあり

ませんが、設置するとより安全です。

ホームセンター、防災用品店、電気

店、家電量販店などで販売してい

ます。また警報器のリースをする業

者もあります。

住宅用火災警報器に内蔵されてい

る電池の寿命は約10年と言われて

います。設置している住宅用火災

警報器が、火災でない時に鳴動し

たり、ランプが点滅した

場合には、電池の容量

が少なくなっているサイ

ンかもしれません。定期

的に点検しましょう。

電池切れに注意

住宅用火災警報器は、寝室などの天井

や壁面に、ビスなどで簡単に取り付け

できます。ご自身で設置・交換ができな

い場合は、消防職員が取り付けの支援

をしますので、気軽に相談してください。

設置・交換を支援します

住
宅
用

 

火
災
警
報
器

地震火災対策

地震発生からの行動

湯河原町消防本部警防課予防係　☎0465-60-0177

応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

真
鶴
　
歌
声
の
会

　

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏
で
、

唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元
気
に
歌

い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
11
月
12
日
㈭

　
14
時
〜
15
時
30
分

　
(
受
付
　
13
時
40
分
〜
)

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室

◇
会
費

　
５
０
０
円

◇
申
込
　

　
事
前
予
約
制

　
左
記
ま
で
電
話
で
申
込
み
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　真
鶴
歌
声
の
会

☎
０
８
０
・
１
１
３
８

　
・
５
３
１
７
(
ミ
ヤ
ザ
ワ
)

メ
レ
ま
な
づ
る

～
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
～

　毎
月
１
回
発
声
練
習
や
楽
し
い

歌
を
歌
っ
て
い
る
「
メ
レ
ま
な
づ

る
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
合
唱
の

他
、
地
域
の
方
々
の
楽
器
や
歌
の

発
表
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

◇
日
時

　
11
月
15
日
㈰
　
13
時
開
演  

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
真
鶴
１
階

◇
費
用

　
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

　gute_0323@yahoo.co.jp

真
鶴
音
楽
忘
年
会

　
近
隣
の
音
楽
仲
間
が
集
ま
っ
て

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
ポ
ッ
プ
ス
を

披
露
し
ま
す
。

　
お
酒
や
料
理
は
な
い
け
れ
ど
、

お
い
し
い
音
楽
を
ご
馳
走
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
入
場
無
料
(
ど
な
た
で
も
)

◇
日
時

　
11
月
29
日
㈰
　
13
時
開
場

　
13
時
30
分
開
演

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
　
講
堂
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会

☎
０
８
０
・
１
１
３
８

　
・
５
３
１
７
(
ミ
ヤ
ザ
ワ
)

足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
も
り
っ
こ
２
デ
イ
ズ
②
】

　作
っ
て
、
遊
ん
で
、
食
べ
て
、

親
子
で
冬
キ
ャ
ン
プ
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

◇
日
時

　
１
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰  

◇
場
所

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
　

　
(
現
地
集
合
・
解
散
)

◇
対
象

　
幼
児
(
３
歳
〜
未
就
学
児
)

　
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

　25
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

◇
費
用

　
中
学
生
以
上
７
５
０
０
円

　
３
歳
以
上
〜
未
就
学
児

　
５
５
０
０
円

◇
申
込
期
間

　

　11
月
５
日
㈭
〜
12
月
11
日
㈮

◇
応
募
方
法

　

【
Ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
・
キ
ッ
チ
ン
③
]

　近
隣
の
畑
で
旬
の
野
菜
を
収
穫

し
て
、
採
れ
た
て
野
菜
を
み
ん
な

で
野
外
炊
事
を
し
て
お
い
し
く
食

べ
ま
す
。
今
回
の
野
菜
は
「
大

根
」
と
「
白
菜
」
を
予
定
！

◇
日
時

　
１
月
30
日
㈯

◇
場
所

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
　

　
(
現
地
集
合
・
解
散
)

◇
対
象

　
家
族
・
親
子

◇
定
員

　35
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

◇
費
用

　
中
学
生
以
上
１
９
０
０
円

　
３
歳
〜
小
学
生
１
６
０
０
円

◇
申
込
期
間

　

　11
月
５
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈮

◇
応
募
方
法

■
問
い
合
わ
せ

　
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村

☎
０
４
６
５
・
72
・
２
０
１
０

岩
海
岸
ど
ん
ど
焼
き
の
予
定

【
竹
切
り
・
や
ぐ
ら
組
み
】

◇
実
施
予
定
日

　
１
月
10
日
㈰

　(

予
備
日 

１
月
11
日
㈪
)

◇
実
施
場
所

　岩
海
岸

◇
集
合
時
間

　８
時
30
分

【
ど
ん
ど
焼
き
】

◇
実
施
予
定
日

 
１
月
16
日
㈯ 

　(

予
備
日 

１
月
23
日
㈯
)

◇
実
施
場
所

　岩
海
岸

◇
点
灯
予
定

　13
時
30
分

◇
そ
の
他
の
行
事

・
岩
囃
子
保
存
会
の
子
ど
も
た
　 

　
ち
に
よ
る
岩
囃
子
演
奏

・
甘
酒
、
お
汁
粉
、
子
ど
も
た
　

　
ち
へ
駄
菓
子
の
提
供

◇
主
催

　
岩
海
岸
ど
ん
ど
焼
き
実
行
委
　

　
員
会
・
岩
道
祖
神
保
存
会
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広告募集！　問い合わせは政策推進課まで　内線☎6205

今月の休館日

◆「湯河原・真鶴アート散歩」がはじまりました。コミュ
ニティ真鶴では、3人のアーティストによる展示やワー
クショップを予定しています。詳細は、町内各所に設
置してあるパンフレットでご確認ください。
◆中高生のみなさんが自由に利用できる「よりみちコ
ミック」は、和室の予約がない日に引き続きご利用い
ただけます！
◆今年も残すところあと2カ月。レンタルスペース営
業は、12月27日（日）～1月3日（日）まで休館となりま
す。年内のご利用を予定されている方は、12月26日（
土）までにご利用ください。

コミュニティ真鶴　住所： 真鶴町真鶴504番地１　
受付 ☎0465-68-0789

（スタッフ常駐日：月・水・金・土曜日10時～17時）※年末年始休
Mail: info@manazurumirai.jp （指定管理者 一般社団法人真鶴未来塾）

■お問い合わせ・お部屋の予約はこちらまで！

「コミュニティ真鶴」からのお知らせ

日時が変更になる場合もございます。詳細はお問い合わせください。

〇11月２日(月)　
〇1１月６日（金）

〇11月11日(水)　

〇11月16日(月)　 
〇1１月20日（金）　

〇11月2３日(月・祝)

★１1月（日程未定）

2026年1１月のスケジュール〔予定〕

16時～17時30分　習字教室（硬筆・毛筆）／参加費1,200円　
15時～18時　キッズ運動教室
　　　　　　　（学年によって時間帯が異なります）

【コミュニティ真鶴 中庭再生プロジェクト⑦】   
11時～12時　ガーデナー講座

〈テーマ：確定次第、SNS等でお知らせします〉
13時30分～15時　ワークショップ／中庭で作業を行います　　　
　　　　　　　　　　　　　
16時～17時30分　習字教室（硬筆・毛筆）／参加費1,200円
15時～18時　キッズ運動教室
　　　　　　　（学年によって時間帯が異なります）
 『クリスマスリースづくり』　講師：まる先生

①10時～②１３時３０分～（各回2時間程度）
人数：各回5名程度　参加費￥500～（材料費含む）
10時～12時　花とステキに暮らす・アレンジメント講座
　　　　　　 講師：まる先生
こちらの予定は一部です。詳細をお聞きになりたい方、見学された
い方、新たに「お教室」を始めてみたい先生からのご相談もお待ち
しております！

ホームページFacebook

※申込不要。午後の作業に参加される方は、軍手・水筒をご持参ください。

■ぼくの地球絵日記　　　           鈴木　まもる　作

■食敵図鑑　　　食敵バスターズ　著／森　三平　絵

■ヘルマン・ヘッセがカレーライスを食べる話、あり

ますか　　　　　　 神奈川県学校図書館員研究会　著

■うんてんせき　陸・海・空ののりもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交通新聞社　編

■ドラえもんの国語おもしろ攻略

藤子・F・不二雄　原作／白坂洋一　監修

一般書 児童書

流　砂

黒川博行　著  

激増する匿名流動型犯罪・トクリュウ。

誰もが被害者にも加害者にもなり得

る犯罪。・躊躇なく弱者を踏みにじる

「闇バイト」組織を相手に、執念の捜査

で犯罪者を追う刑事たち。逃走劇の果

てに待ち受けるものは・・・。

今月のおすすめ本今月のおすすめ本

今月の新着本をご紹介します。

   ２日、９日、１６日、
２４日、３０日

■いちいちうるせえな　ありがたいね

      佐藤　愛子　著

■流砂　　　　　　　　　　     黒川　博行　著

■ひとりで楽しむ鉄道旅　おいしい！観光列車篇

　　　　　　　　　　　　　  　 やすこーん　著

■クマに出遭ってしまったら？　 山﨑　晃司　編著

■沈没船博士、海の底で歴史の謎を追う　

   山舩　晃太郎　著

■大坂の陣全史１５９８―１６１６　　 渡邊　大門　著

問い合わせ◆まなづる図書館　℡０４６５-６８-６３２６

図書館
だより

随時入荷｡ 便利なインターネット予約をご利用ください｡

自然素材をベースに、お好きなオーナメントをプラス。自分らしいクリス
マスリースをつくります。※申込みが必要です。親子参加も大歓迎！

１１月２８日（土）
1１:０0～11:３0

情報センター地下1階

多目的スタジオ

料金表など詳細は、HPからも

ご確認いただけます！
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広告募集！　問い合わせは政策推進課まで　内線☎6205

今月の休館日

◆「湯河原・真鶴アート散歩」がはじまりました。コミュ
ニティ真鶴では、3人のアーティストによる展示やワー
クショップを予定しています。詳細は、町内各所に設
置してあるパンフレットでご確認ください。
◆中高生のみなさんが自由に利用できる「よりみちコ
ミック」は、和室の予約がない日に引き続きご利用い
ただけます！
◆今年も残すところあと2カ月。レンタルスペース営
業は、12月27日（日）～1月3日（日）まで休館となりま
す。年内のご利用を予定されている方は、12月26日（
土）までにご利用ください。

コミュニティ真鶴　住所： 真鶴町真鶴504番地１　
受付 ☎0465-68-0789

（スタッフ常駐日：月・水・金・土曜日10時～17時）※年末年始休
Mail: info@manazurumirai.jp （指定管理者 一般社団法人真鶴未来塾）

■お問い合わせ・お部屋の予約はこちらまで！

「コミュニティ真鶴」からのお知らせ

日時が変更になる場合もございます。詳細はお問い合わせください。

〇11月２日(月)　
〇1１月６日（金）

〇11月11日(水)　

〇11月16日(月)　 
〇1１月20日（金）　

〇11月2３日(月・祝)

★１1月（日程未定）

2026年1１月のスケジュール〔予定〕

16時～17時30分　習字教室（硬筆・毛筆）／参加費1,200円　
15時～18時　キッズ運動教室
　　　　　　　（学年によって時間帯が異なります）

【コミュニティ真鶴 中庭再生プロジェクト⑦】   
11時～12時　ガーデナー講座

〈テーマ：確定次第、SNS等でお知らせします〉
13時30分～15時　ワークショップ／中庭で作業を行います　　　
　　　　　　　　　　　　　
16時～17時30分　習字教室（硬筆・毛筆）／参加費1,200円
15時～18時　キッズ運動教室
　　　　　　　（学年によって時間帯が異なります）
 『クリスマスリースづくり』　講師：まる先生

①10時～②１３時３０分～（各回2時間程度）
人数：各回5名程度　参加費￥500～（材料費含む）
10時～12時　花とステキに暮らす・アレンジメント講座
　　　　　　 講師：まる先生
こちらの予定は一部です。詳細をお聞きになりたい方、見学された
い方、新たに「お教室」を始めてみたい先生からのご相談もお待ち
しております！

ホームページFacebook

※申込不要。午後の作業に参加される方は、軍手・水筒をご持参ください。

■ぼくの地球絵日記　　　           鈴木　まもる　作

■食敵図鑑　　　食敵バスターズ　著／森　三平　絵

■ヘルマン・ヘッセがカレーライスを食べる話、あり

ますか　　　　　　 神奈川県学校図書館員研究会　著

■うんてんせき　陸・海・空ののりもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交通新聞社　編

■ドラえもんの国語おもしろ攻略

藤子・F・不二雄　原作／白坂洋一　監修

一般書 児童書

流　砂

黒川博行　著  

激増する匿名流動型犯罪・トクリュウ。

誰もが被害者にも加害者にもなり得

る犯罪。・躊躇なく弱者を踏みにじる

「闇バイト」組織を相手に、執念の捜査

で犯罪者を追う刑事たち。逃走劇の果

てに待ち受けるものは・・・。

今月のおすすめ本今月のおすすめ本

今月の新着本をご紹介します。

   ２日、９日、１６日、
２４日、３０日

■いちいちうるせえな　ありがたいね

      佐藤　愛子　著

■流砂　　　　　　　　　　     黒川　博行　著

■ひとりで楽しむ鉄道旅　おいしい！観光列車篇

　　　　　　　　　　　　　  　 やすこーん　著

■クマに出遭ってしまったら？　 山﨑　晃司　編著

■沈没船博士、海の底で歴史の謎を追う　

   山舩　晃太郎　著

■大坂の陣全史１５９８―１６１６　　 渡邊　大門　著

問い合わせ◆まなづる図書館　℡０４６５-６８-６３２６

図書館
だより

随時入荷｡ 便利なインターネット予約をご利用ください｡

自然素材をベースに、お好きなオーナメントをプラス。自分らしいクリス
マスリースをつくります。※申込みが必要です。親子参加も大歓迎！

１１月２８日（土）
1１:０0～11:３0

情報センター地下1階

多目的スタジオ

料金表など詳細は、HPからも

ご確認いただけます！
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報
10
月
号
に
掲
載
し
た
「真
鶴
町
短
歌
会
」の
記
事
に
つ
い
て
一

部
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

正
し
い
内
容
を
改
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

美術館が

再開館

晩年の作品から元気をもらえ

る−。画家・中川一政が87歳で

描いた『駒ヶ岳』（1980年）。力

強い筆致に豊かな色彩、厚く盛

られた絵の具。見応えがありま

す。10月1日、町立中川一政美

術館が再開館しました。独学で

絵を描き、町内外に多くのファ

ンを持つ中川氏。彼が心に留め

た景色を眺めると、力が湧いて

きます。

撮影地：松本農園

企画展のお知らせ

「中川一政 風景への眼差し」

開館時間　１０時～１６時

休 館 日　 毎週 水・木

画家が足繁く通い描き上げた

『駒ヶ岳』5点をはじめ、福浦や

真鶴港などの風景画25点が彩

る企画展。毎月第2・4土曜に

は、学芸員・蔵本敬大さんによ

るギャラリートークも。

真鶴短歌会

10月1日〜２０27年4月18日

（最終入館は15時半）

か
た
せ

き
よ
し

こ

は
つ
こ
う

う
ち

け
は
ひ

つ
ば
く
ろ

【勤務内容】・厨房係（洗い場ほか）・ホール

【勤務時間】午前10時～午後５時　

 　 ※応相談（週１日～ＯＫ）

【時　    給】平日1,225円～

【問い合わせ】☎０９０ｰ６３５９ｰ８５４０

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

７日(土)14日(土)21日(土)27日(金)28日(土)優待５倍デー

定休日：なし

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）

　　　　　・お座敷係

勤務時間：午前９時～午後４時の間で時間は応相談

　　　　　平日または土日祝日だけでも勤務可能

時　　給：平日1,279円　土日・祝日1,599円

問い合わせ：☎０４６５-６８-１２７６（真鶴町真鶴１１６１－７）

磯の味

学生さん～70歳くらい

までOK！男性も大歓迎！

  13：30
 ～17：00

休

休

貝汁屋スタッフ 募
集

学生さん～75歳くらいまでOK！男性も大歓迎！

送迎あり！

三店舗同時募集！

毎週土曜日は真鶴特価市を開催しております！

広告についての問い合わせは、政策推進課まで

12月オープンコンペ
 　　　　　クリスマスグランプリ

※3日前からお1人様2,000円のキャンセル料をいただきます。

2026年
８：04～９：32　12組限定　
メンバー様 9,250円  ゲスト様 12,250円オープンコンペ

開　催

12月10日（木）
参加賞、昼食券（1,100円分）付き
競技方法：前半ハーフ集計・新ぺリア方式

ご予約・お問い合わせ　0465-62-2551　
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開館時間　１０時～１６時

休 館 日　 毎週 水・木

画家が足繁く通い描き上げた

『駒ヶ岳』5点をはじめ、福浦や

真鶴港などの風景画25点が彩

る企画展。毎月第2・4土曜に

は、学芸員・蔵本敬大さんによ

るギャラリートークも。

真鶴短歌会

10月1日〜２０27年4月18日

（最終入館は15時半）
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【勤務内容】・厨房係（洗い場ほか）・ホール

【勤務時間】午前10時～午後５時　

 　 ※応相談（週１日～ＯＫ）

【時　    給】平日1,225円～

【問い合わせ】☎０９０ｰ６３５９ｰ８５４０

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

７日(土)14日(土)21日(土)27日(金)28日(土)優待５倍デー

定休日：なし

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）

　　　　　・お座敷係

勤務時間：午前９時～午後４時の間で時間は応相談

　　　　　平日または土日祝日だけでも勤務可能

時　　給：平日1,279円　土日・祝日1,599円

問い合わせ：☎０４６５-６８-１２７６（真鶴町真鶴１１６１－７）

磯の味

学生さん～70歳くらい

までOK！男性も大歓迎！

  13：30
 ～17：00

休

休

貝汁屋スタッフ 募
集

学生さん～75歳くらいまでOK！男性も大歓迎！

送迎あり！

三店舗同時募集！

毎週土曜日は真鶴特価市を開催しております！

広告についての問い合わせは、政策推進課まで

12月オープンコンペ
 　　　　　クリスマスグランプリ

※3日前からお1人様2,000円のキャンセル料をいただきます。

2026年
８：04～９：32　12組限定　
メンバー様 9,250円  ゲスト様 12,250円オープンコンペ

開　催

12月10日（木）
参加賞、昼食券（1,100円分）付き
競技方法：前半ハーフ集計・新ぺリア方式

ご予約・お問い合わせ　0465-62-2551　
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26広報真鶴　2026年11月号◇町の位置（国土地理院より）　東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒◇町の面積：7.05㎢

夜間急患問い合わせ

湯河原消防署　℡0465-60-0119

可燃

可燃可燃

可燃

ビン
ペットボトル

真鶴
家庭の日

可燃

可燃可燃

カン

カン

粗大
不燃

可燃

新聞
雑紙

可燃

真鶴
なぶら市

10:00～13:00
真鶴港岸壁広場

可燃

可燃

布・紙パック
ダンボール

可燃

★

可燃

ビン
ペットボトル

可燃可燃

粗大
不燃

可燃

湯河原胃腸病院
℡0465-62-7181
受付時間9：00～17：00

休日
急患

上 下 水 道 料 （１１月分）

１１月3０日(月)

 男 ２,９33 （＋   １）

 女 3,３59 （ー   1）

 計 6,２９２ （±　 0）

世帯　 3,327 （+   6）

今年9月分　　　745 g　

昨年9月分     679 g　

ごみの分別に
ご協力いただき

ありがとうございます

前年度比較　  9．7％増

まなづる図書館

町民センター

2日㈪、9日㈪、16日㈪

24日㈫、３０日㈪

※税金などのお支払いは、口座振替を
　 ご利用ください。

※下水道接続にご協力をお願いします。

生き活き健康相談/10:00～12:00/情報センター

出張福祉相談会/10:00～12:00/真鶴町役場

おもちゃ病院/11:30～12:00/情報センター

育児セミナー/1０:00～1１:３0/町民センター

ひなひなルーム/9:30～11:３0/ひなづる幼稚園/要事前連絡

ひなひなルーム/9:30～11:３0/ひなづる幼稚園/要事前連絡

住民相談/1０:０0～15:00/町民センター

ひなひなルーム/9:30～11:３0/ひなづる幼稚園/要事前連絡

町の保健室・オレンジカフェ/13:00～15:00/情報センター

2026年10月1日現在
(住民基本台帳法による)

ひなひなルーム/9:30～11:３0/ひなづる幼稚園/要事前連絡

国民健康保険税 （８期分）
介 護 保 険 料 （８期分）
後期高齢者保険料 （５期分）

……「information町からのお知らせ」ページにて詳細あり

(公社)コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区

行政書士無料相談会/13:０0～15:０0/町民センター2階 第３会議室

2日㈪、9日㈪、16日㈪

2３日㈪、３０日㈪

まなっこひろばおたんじょうびかい
/10：00～11:00/情報センター

小学校・中学校公開日

小学校・中学校公開日

地域サロン和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロンにこにこ/10:00～12:00/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

地域サロン和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロンきずな/10:00～12:00/城北スクエア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すくすく子育て相談/予約制/町民センター

乳幼児歯科健康診査/13:00～14:00/町民センター

親子教室/1０:00～1１:３0/町民センター

教育長×専門家リレートーク/1８:00～1９:３0/情報センター

湯河原循環器クリニック
℡0465-62-5551
受付9：00～17：00

休日
急患

こまつクリニック
℡0465-60-1415
受付9：00～17：00

休日
急患

川﨑内科医院
℡0465-63-3605
受付9：00～17：00

休日
急患

ゆが原整形クリニック
℡0465-64-0632
受付9：00～17：00

休日
急患

草柳小児科医院
℡0465-63-4600
受付9：00～17：00

休日
急患

山﨑小児科医院
℡0465-62-7361
受付9：00～17：00

休日
急患

地域サロン真輪/10:00～11:30/町民センター

町民グラウンドゴルフ大会

全国糖尿病週間

よさこい大漁フェスティバル

幼稚園自由参観日（～２０日）

成人学級/1３:30～1５:00/町民センター

公民館教室②/1０:０0～1２:00/町民センター

おはなし会/1１:０0～1１:３0/情報センター

くすのきゼミ第２回/1５:０0～1６:３0/町民センター

町民文化祭（～１１/３㈫）

はつらつ元気塾/13:30～15:00/町民センター

「真鶴半島保全利用構想」町民対話会第１回
/14:00～16:00/町民センター

「真鶴半島保全利用構想」町民対話会第２回
/10:00～12:00/情報センター

はつらつ元気塾/13:30～15:00/町民センター

はつらつ元気塾/13:30～15:00/町民センター

健康診査結果説明会/13:00～14:45/町民センター

定例議会

定例議会

★……スプレー缶カセットボンベ、廃油（植物系）回収日（指定回収場所へ）
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イソヒヨドリ
真鶴の町鳥。青藍色で腹が褐色の

特徴的な見た目はオスの姿。

月11カレンダーよひそい
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人口と世帯 今月の納期 今月の休館
公共施設の１人１日当たりの

可燃ごみ排出量

（    ）内は前月比

真鶴町公式SNS


